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運用 • 保守編 


装置の運用および保守について説明します。 


日常の保守（460ページ） 

日常使用する上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニング 
の方法について説明します。 

システム診断 （464 ページ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

障害時の対処（467ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

保守ツール （544 ページ） 

保守ユーティリティの使い方について説明します。 

移動と保管 （550 ページ） 

本体を移動 • 保管する際の手順や注意事項について説明します。 

ユーザーサポート （552 ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 
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ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3阳96「で監視対象サーバの状態色に異常がなぃこと、アラートが通報さ 
れていないことを常に注意するよう心がけてください。 

ESMPRO でチェックする画面 



『巳31\^8〇/36〜6「1\/|3旧96「の[サーバ状態/構成情報]』 


アラートビューア 



日常の保守 


装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行っ 
てください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を 
依頼してください。 


ップデートの確認 • 適用 


Express 5800シリーズでは、本体および周辺機器の BIOS、FW (ファームウェア）、ドライ 
バなどのアップデート情報を弊社 Web サイトの以下のページに掲載しています。システムの 
安定稼働のため、常に最新のアップデートを適用いただくことをお勧めいたします。 

NEC コーポレートサイト http :// www . nec . co . jp / 

[サポート.ダウンロー ド]— [ PC サーパ/ブレードサーパ] 

なお、本体の BIOS、FW (ファームウェア）につきましては、適用が必要なアップデートの 
検出，夕'ウン□—ド，適用をサボートするツール 「 ExpressUpdate 」 も提供しています。 
「 ExpressUpdate 」 は、本体添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内に格納されています。 


最新アップデートのダウン□ー ドおよび適用作業は、お客様自身で実施 
ください。 

最新アップデートの適用にあたっては、万一の場合に備えて、適用前に 
データをバックアップされておくことをお勧めいたします。 


アラー トの確認 
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STATUS ランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットタ'ウンをして本体の電源を〇 FF にする前に、本体 
前面にあるランプや、 2.5 型ディスクベイに搭載しているハードディスクドライブのランプの 
表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については「ハードウェア編」の151 
ページをご覧ください。万一、本体の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会 
社に連絡して保守を依頼してください。 



定期的に本体のハードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い 
求めの販売店にお問い合わせください。 

ハードウェアの構成を変更したり、 BIOS の設定を変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってく 
ださい （132 ページ参照）。 

RAID システムを構築しているシステムでは、 EXPRESSBUILDER を使用して RAID システ 
ムのコンフィグレーション情報をバックアップしてください。また、ハードディスクドライ 
ブの故障によるリビルドを行った後もコンフィグレーション情報をバックアップすることを 
お勧めします。コンフィグレーション情報のバックアップについては、第3章「ソフトウェ 
ア編」 EXPRESSBUILDER を参照してください。 






462 日常の保守 


クリーニング 


装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
光ディスクドライブ内部をのぞかない 
ブラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取ってください。汚れが落ちにくいと 
きは、次のよラな方法できれいになります。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5. 汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6. 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でぬらさないで<ださい。 


キーポード/マウスのク U —ニング 


キーボードは装置および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）に 
なっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 

マウスは光センサ部が汚れていると正常に機能しません。光センサ部に付いた汚れは乾い 
た布で拭き取ってください。 





















運用.保守編 463 


ディスクのクリーニング 

CD - R 〇 M などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりする 
とデータを正しく読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、ディスクのクリーニ 
ングを行います。 

1. 本体の電源が ON (POWER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから出てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

ディスクの信号面に手が触れないよう注意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 

胃-〇 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷つ 
いて誤動作の原因となります。 

5. トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


ディスクは、中心から外側に向けてふ 
いてください。クリーナをお使いにな 
るときは、専用のクリーナであること 
をお確かめください。レコード用のス 
プレー、クリーナ、ベンジン、シンナー 
を使用すると、ディスクの内容が読め 
なくなったり、装置にそのディスクを 
セツトした結果、故障したりするおそ 
れがあります。 



テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへッドの汚れはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
し、クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

「 EXPRESSBUILDER 」 の 「Tool menu 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本体に取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクドライブのチェック 


W-O システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすお 
それがあります。 



ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 
ん〇 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


「保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つ 
の方法を記載していますが、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用することができます。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 

4. 「EXPRESS 巳 UILDER」DVD を使ってシステムを起動する。 
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5. 本体のコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu(Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu(Redjrection mode )」 を選択す 
る 0 


システムによっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
民エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は 「 Japanese 」 を選択し 
ます。 


6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics ] を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End-User Mode 」 を選択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のよラな表示に変わります。 



試験タイトル 

診断ツールの名称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始 • 終了 • 経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行した各試験の結果を表示します。カーソル行で < Ente 「> キーを押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを検出した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、右側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを検出した試験に力ーソルを移動し < Ente 「> キーを押し、試験詳細表示に出 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従し )< Esc > キーを押す。 

以下のエンドユーザーメニューを表示します。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .lm) 

— Enduser Menu ― 


く Test Result 〉 


<Device List> 

く Log Info> 

<Option> 

く Reboot 〉 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 

<Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

<Device List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

<Log lnfo > 

試験ログを表示します。試験ログを保存することができます。試験ログを保存する 
場合は、 FAT フォーマット済みのリムーバブルメディアをセットし、 < Save ( F )> を 
選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できます。 

< Reboot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot > を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 巳 UILDER から起動します。 

9. EXPRESSBUILDER を終了し、光ディスクドライブから DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2.で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


以上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 


「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当する 
ことがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


万一、障害が発生した場合は、巳3"口8〇/36^^_3阳96「を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害がハードウェアによるものかソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害がハードウエア要因によるものがソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
巳31\7|卩1^〇/36^/6「1\/|31^96「が便利です 0 




サーバ/ワークステーションの 
障害発生箇所、および障害内容 
を確認 


ESMPRO/ServerManager 


障害箇所の切り分け 
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プロセッサ縮退機能について 


万一、プロセッサ故障による障害が起き、その後の稼働を妨げる可能性があると診断された 
場合、 EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2( BMC ) と POST (システム BIOS ) との連携により、故障し 
たプロセッサを完全に切り離すために、プロセッサソケット単位でプロセッサの縮退を実施 
します。 


縮退したプ□セッサ番号の確認方法 

次のよラな方法により、縮退したプロセッサ番号を確認することができます。 

• BIOS セットアップの 「 Main」-「Processor Settings 」 の Processor CPU ID 項目に、 

「 Disabled 」 と表示されます。 


| Main 


Processor Sett urns 


[咖 

Processor Speed Setting : 2.27 GHz 

Processor 1 CPUID: 000206 E6 

Processor 1 L2 Cache : 256 KB x 8 

Processor 1 L3 Cache : 24576 KB 

Processor 2 CPUID ： Disabled 



• EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2 Web ブラウザの「情報」-「システム情報」の CPU # 項目 
に、「無効」と表示されます。 


(©) (^) 


実装 

クロック周波数 
有効コア数 
最穴コア数 
有効スレッド数 
最大スレッド数 



無効 

実装 

クロック周波数 
有効コア数 
悬大コア耕 


256KB 
2048KB 
24576 KB 


2267MHz 


Host 

Information 

® 笼源オン 
• 注意 

Remote Device 

メディア未接続 


CPU Reconfigured 

9 UID 消灯 
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• ESMPRO/ServerManager Ve 「.5 の「サーバ状態/構成情報」の項目に、 「 CPU は動作し 

ていません」と表示されます。 


_ サーバ状悲哺成情報 
!-■ 1 サーバ状眭 

日351ハ-ドゥェァ 

0 _メモリパンク 
丨田 _ 装居估報 
I 日 _ CPU 

田_ CPU ソケット [1] 

田_ CPU ソケット [2] 

田鼸 CPU ソケット [3] 

日圃 CPU ソケット [4] 
h^CPUlHfi 
h ^ レペル0[1]キャッシュ 
! レベル0[2]キャッシュ 


CPU 名 
パージョン 
製造元 


内部クロック 
外部クロック 


設定佶 


Intel(R) Corporation 
2.267 GHz 
133 MHz 


状悲 


『は劫作していまセん 


• POST エラーメ ツセージに、 rOB 5 x : Processor #y with error taken off line .」 と表示さ 
れます。詳細な内容は、181ページをご覧ください。また 、 IPMI System Event Log に 
も POST エラーコードが登録されますので、 POST エラーコードにより、縮退したプロ 
セツサ番号を確認することもできます。 


注意事項 

• ハードウェア構成によっては、故障プロセッサを縮退できない場合があります。 

• プロセッサソケット単位でプロセッサ縮退を実施することから、縮退されたプロセッサ 
と接続されるシステムメモリ（メモリボードとメモリボードに搭載されたシステムメモリ 
DIMM ) は使用できません。システムメモリ DIMM は未実装の状態と同じになります。 


プロセッサ番号とメモリポード番号の接続関係 


プロセッサ番号 

接続されるメモリポード番号 

1 

1 

2 

2 

3 

4 

3 

5 

6 

4 

7 

8 


• 以下の場合、プロセッサの状態が変わることから、システムの Power Cycle (Power Off 
— Power 〇 n ) が自動的に実施されます。 

- プロセッサを縮退する場合 

— プロセッサが縮退されている状態で、 BIOS セットアップの Processor Retest 項目 
を Yes に変更し 、 Exit Save Changes した場合 

























470 障害時の対処 


メモリ縮退機能について 


万一、システムメモリ DIMM 故障による障害が起き、その後の稼働を妨げる可能性があると 
診断された場合、 EXPRESSSC 0 PE エンジン 2( BMC ) と POST (システム BIOS ) との連携によ 
り、故障したシステムメモリ DIMM を完全に切り離すために、システムメモリ DIMM の縮退 
を実施します。 

縮退したシステムメモリ DIMM 番号の確認方法 

次のような方法により、縮退したシステムメモリ DIMM 番号(メモリボード番号も含めて)を 
確認することができます。 

• BIOS セットアップの 「 Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory Riser 
Board xj の DIMM_yy Status 項目に、 「 Disabled 」 と表示されます。 



• EXPRESSSCOPE エンジン 2 Web ブラウザの「情報」-「システム情報」の DIMM # 項 
目に、「無効」と表示されます。 


HZHZHZHZHZHZH2HZH2HZH2H2HZHZHZHZHZHZHZj 

MMMMMMMMMMMMMMMM M M M M 

0000000000000000劝劝000 n 

BBR-EGBBBBBBBBBBB^-SBBBP 
MMMMMMMMMMMMMMMM M M M M 

0000000000000000 ooon 


4444444444444444 






才 

凋意一 


ACBDACBDACBDACBDACBDAn 

1-1-1-J 2- 2- 2- 2-1-1-1-1- 2- 2- 2- 2- 1-1-1-J 2- 9 

紐 DIDIDIDIDIDIDIDIDI_DIDIDIDIDIDIDIDIDIDIDI_DI_nI 

3111111112222222233333 T 

[MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM 
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• ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「 Ve 「.5 0 「サーバ状態/構成情報」-「ハードウエア」のメモ 
リバンク項目は、次のようになります。 



バンクサイス 

モジュールが* 

モジュール15イプ 
モジュール1サイス 
モジュール1状菇 
モジュール1冗長機能 
モジュール2タイプ 
モジュール2サイス 
モジュール2找悲 
モジュール2冗長機能 



|-哲告 


未使用 

DIMM 

OKB 


未使用 


• POST エラー メ ツセー ジに、 「87 xx : Memory Riser x — DIMM yy and zz have been 
disabled .」 と表示されます。詳細な内容は、 181 ページをご覧ください。また 、 IPMI 
System Event Log にも POST エラーコードが 登録されますので 、 POST エラーコード 
により、縮退したシステムメモリ DIMM 番号を確認することもできます。 

• ESMPRO/ServerManager Ver .5 にて表示される「サーバ状態/構成情報」-「ハード 
ウェア」-「メモリバンク」のツリーとメモリボード/ DIMM 番号の関係は、次のように 
なります。 


8,388,608 KB 

| 正常 



-ドウェア> メモリハンク> メモリバンク [1] 


S サ- 
1-0 

日 ■ 


サーバ設定 

パ状£/«砝铒蓊 

パ状態/«成估雜 
■ー バ状陡 
，、ードウエア 
M メモリパンク 

r 0 メモ u バンク [1] 
卜 0 メモリバンク [2] 
卜0 メモリバンク P ] 
卜 0 メモリバンク [4] 
卜 超! メモリバンク [5] 
「§3 メモリバンク [6] 

i “"0 メモリバンク [7] 

卜 0 メモリパンク P ] 


バンクサイス 
状態 

モジュール済* 

モジュール1タイフ 
モジュール1サイス 
モジュール1状陡 
モジュール1冗長機能 
モジュール2タイフ 
モジュール2サイス 
モジュール2状菇 
モジュール2冗長機能 


メモリバンク 

メモリポード番号と DIMM 番号 

メモリパンク [ 1 ] 

メモリボード 1 に取り付けられた DIMM 1 A と DIMM 1 C の DIMM ペア 

メモリバンク [ 2 ] 

メモリボード 1 に取り付けられた DIMM 1 B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリバンク [ 3 ] 

メモリボード 1 に取り付けられた DIMM 2 A と DIMM 2 ◦の DIMM ペア 

メモリバンク [ 4 ] 

メモリボード 1 に取り付けられた DIMM 2 B と DIMM 2 D の DIMM ペア 

メモリパンク [ 5 ] 

メモリボード 2 に取り付けられた DIMM 1 A と DIMM 1 C の DIMM ペア 

メモリパンク [ 6 ] 

メモリボード 2 に取り付けられた DIMM 1 B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリパンク [ 7 ] 

メモリボード 2 に取り付けられた DIMM 2 A と DIMM 2 C の DIMM ペア 

メモリバンク [ 8 ] 

メモリボード 2 に取り付けられた DIMM 2 B と DIMM 2 D の DIMM ペア 

メモリバンク [ 9 ] 

メモリボード 3 に取り付けられた DIMM 1 A と DIMM 1 C の DIMM ペア 

メモリパンク [ 10 ] 

メモリボード 3 に取り付けられた DIMM 1 B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリパンク [ 11 ] 

メモリボード 3 に取り付けられた DIMM 2 A と DIMM 2 C の DIMM ペア 

メモリパンク [ 12 ] 

メモリボード 3 に取り付けられた DIMM 2 B と DIMM 2 D の DIMM ペア 

メモリパンク [ 13 ] 

メモリボード 4 に取り付けられた DIMM 1 A と DIMM 1 C の DIMM ペア 

メモリバンク [ 14 ] 

メモリボード 4 に取り付けられた DIMM 1 B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリバンク [ 15 ] 

メモリボード 4 に取り付けられた DIMM 2 A と DIMM 2 ◦の DIMM ペア 
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メモリバンク 

メモリポード番号と DIMM 番号 

メモリパンク [16] 

メモリボード 4 に取り付けられた DIMM 2B と DIMM 2D の DIMM ペア 

メモリバンク [17] 

メモリボード 5 に取り付けられた DIMM1A と DIMM 1C の DIMM ペア 

メモリバンク [18] 

メモリボード 5 に取り付けられた DIMM1B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリバンク [19] 

メモリボード 5 に取り付けられた DIMM 2A と DIMM 2C の DIMM ペア 

メモリバンク [20] 

メモリボード 5 に取り付けられた DIMM 2B と DIMM 2D の DIMM ペア 

メモリパンク [21] 

メモリボード 6 に取り付けられた DIMM1A と DIMM 1C の DIMM ペア 

メモリパンク [22] 

メモリボード 6 に取り付けられた DIMM1B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリパンク [23] 

メモリボード 6 に取り付けられた DIMM 2A と DIMM 2C の DIMM ペア 

メモリパンク [24] 

メモリボード 6 に取り付けられた DIMM 2B と DIMM 2D の DIMM ペア 

メモリバンク [25] 

メモリボード 7 に取り付けられた DIMM1A と DIMM 1C の DIMM ペア 

メモリパンク [26] 

メモリボード 7 に取り付けられた DIMM1B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリパンク [27] 

メモリボード 7 に取り付けられた DIMM 2A と DIMM 2C の DIMM ペア 

メモリバンク [28] 

メモリポード 7 に取り付けられた DIMM 2B と DIMM 2D の DIMM ペア 

メモリパンク [29] 

メモリボード 8 に取り付けられた DIMM1A と DIMM 1C の DIMM ペア 

メモリパンク [30] 

メモリボード 8 に取り付けられた DIMM1B と DIMM ID の DIMM ペア 

メモリバンク [31] 

メモリボード 8 に取り付けられた DIMM 2A と DIMM 2C の DIMM ペア 

メモリバンク [32] 

メモリボード 8 に取り付けられた DIMM 2B と DIMM 2D の DIMM ペア 


メモリスペアリング機能について 


本装置のメモリスペアリング(オンラインスペアメモリ ) 機能は 、 DIMM Rank スペアリング機 
能をサポートします。 


メモリミラーリング機能について 


メモリミラーリング機能におけるメモリボード番号やシステムメモリ状態は、次のような関係 
になります。 


メモリボード番号 

パートナーとなる 
メモリポード番号 

メモリミラーリング 
フエールオーバーになる前の 
システムメモリ状態 

1 

2 

稼働 

2 

1 

待機 

3 

4 

稼働 

4 

3 

待機 

5 

6 

稼働 

6 

5 

待機 

7 

8 

稼働 

8 

7 

待機 


メモリミラーリングフエールオーバーの状態変移は、次のようなイメージになります。 
メモリボード1とメモリボード2のメモリミラーリング構成を例としています。 
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[メモリポード1のシステムメモリにノ \ー ドウエア異常が発生した場合] 


メモリボード 1 の 
システムメモリ状態： 
稼働 

V ノ 

マメモリミラ-リング 
フエールオーパーの 

_ K <二:':：''， 条件を満たすハードウエア _ N 

メモリボード 1 の 
システムメモリ状態： 
無効 

V ノ 

\ ジ^ 異常の発生 S 



r \ 

メモリボード 2 の 

メモリボード 2 の 

システムメモリ状態： 


システムメモリ状態： 

待機 


稼働 


メモリホットプラグ機能について 


「 BIOS セットアップの項目」と「メモリホットプラグ機能の操作」は、次のような関係にな 
ります。 


BIOS セットアップの項目 

操作 

Memory RAS Feature 

Hot-Add Memory Support 

Hot Replace 

Hot Add 

Normal 

Disabled 

不可 

不可 

Enabled 

可 

Spare 

Disabled 

不可 

Enabled 

可 

Mirror 

Disabled 

可 

不可 

Enabled 

可 


「メモリホットプラグ機能の操作」と ros との依存性」は、次のような関係になります。 


操作 

OS との依存性 

Hot Replace 

OS の種類には依存しません。 

Hot Add 

Hot-Add Memory 機能をサボートしている〇 S の種類のみ実施でき 
ます。 


Hot Replace の操作における状態変移は、次のようなイメージになります。 
メモリボード1とメモリボード2のメモリミラーリング構成を例としています。 


[メモリポード1の Hot Replace 操作を実施した場合] 


メモリボード1の 



メモリボード1の 

システムメモリ状態： 



システムメモリ状態： 

稼働 

1 ノ 



未芙装 

V J 


Hot Hemove ) 


广 メモリボード2の 


メモリボード2の 

システムメモリ状態： 



システムメモリ状態： 

待機 



稼働 

V y 


V ノ 


Hot Add し、 
システムメモリ 
再構築完了後 


メモリボード1の 
システムメモリ状態： 
稼働 


メモリボード2の 
システムメモリ状態： 
待機 
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メモリホットプラグ機能の操作が完了するまでにかかる時間 

メモリホットプラグ機能の操作が完了するまでにかかる時間の算出式は、次のようになりま 
す。メモリホットプラグの操作を実施するときに参考にしてください。 

Hot Replace の操作が完了するまでにかかる時間の算出式 

4〇〜60分十実装メモリ容量(単位 = GB ) x 1〇分 

Hot Add の操作が完了するまでにかかる時間 

4〇〜6〇分 


[Hot Replace の例] 

メモリボード1上に取り付けられた DIMM 構成： 2 GB - DIMMX 8 枚(実装メモリ容量 =16 GB ) 
メモリボード2上に取り付けられた DIMM 構成： 2 GB - D 旧 M x 8 枚(実装メモリ容量 =16 GB ) 
のメモリミラーリング構成にて、メモリボード1の Hot Replace 操作を実施する場合、算出 
式により、 

40+ 16 x 10 =200分 
50+ 16 x 10 =21〇分 
60+ 16 x 10 =220分 

となり 、 「Hot Replace の操作が完了するまでの時間は200〜220分である」と見積もるこ 
とができます。 


注意事項 

• POST 動作完了後、 EXPRESSSCOPE エンジン2 Web ブラウザの「情報」-「システム 
情報」のメモリ項目に表示される情報は動的に変化しません。 

• ホットプラグ処理中の注意事項は、次のよラになります。 

EXPRESSSCOPE エンジン2 Web ブラウザ： 

「情報」- riPMI 情報」の FRU 情報に、システムメモリ DIMM の FRU 情報 (Mx 
DIMM yySPD ) が表示されません。ホットプラグ処理が完了した後、再度確認して 
ください。 

「情報」- riPMI 情報」の riPMI 情報のバックアップ」を実施する場合、 IPMI 情報 
ファイルには、システムメモリ DIMM の FRU 情報 (Mx DIMM yy SPD ) が格納され 
ません。 

ホットプラグ処理が完了した後、再度実施してください。 

「情報」-「システム環境」のシステムメモリ温度 (Mx DIMM yy Temp ) が表示され 
ません。 

ホットプラグ処理が完了した後、再度確認してください。 
ESMPRO/ServerManager Ver .5 : 

「サーバ状態/構成情報」-「システム環境」のセンサ情報は、ホットプラグ処理が 
完了した後、再度確認してください。 

「リモート制御」- nPM け青報」-「センサ情報」のシステムメモリ温度 (Mx DIMM 
yy Temp ) やメモリボード電圧 (MEMx PWGD FAIL ) を取得すると、「センサ状態の 
取得に失敗しました。」と表示されます。ホットプラグ処理が完了した後、再度確 
認してください。 
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「リモート制御」-「情報」- riPMi 情報」-「保守交換情報」のシステムメモリ 
DIMM の FRU 情報 (Mx DIMM yy SPD ) の詳細が表示されません。ホットプラグ処理 
が完了した後、再度確認してください。 

「リモート制御」- riPMI 情報」の「保存」を実施する場合、 IPMI 情報ファイルに 
はシステムメモリ DIMM の FRU 情報 (Mx DIMM yy SPD ) が格納されません。ホッ 
トプラグ処理が完了した後、再度実施してください。 

ESRAS ユーテイリテイ： 

「最新情報」-「保守交換部品情報 ( FRU )」 -「一覧」のシステムメモリ DIMM の FRU 
情報 (Mx DIMM yy SPD ) の詳細が表示されません。ホットプラグ処理が完了した 
後、再度確認してください。 

「現在の IPM け青報をバックアップ」を実施する場合、 IPM け青報ファイルには、シ 
ステムメモリ DIMM の FRU 情報 (Mx DIMM yy SPD ) が格納されません。ホットプ 
ラグ処理が完了した後、再度実施してください。 

• メモリを Hot - Add した場合の ESMPRO/ServerManager Ver .5 への反映について 

Hot - Add 機能を使用して動的にメモリボードを追加した場合、 ESMPRO / 
ServerManager Ve 「.5 の「サーバ状態/構成情報」一「ハードウエア」一「メモリバン 
ク」ーメモリバンク[ X ]の[バンクサイズ]と[モジュールサイズ]には、構成変更後のメモ 
リサイズは反映されませんが、ご使用上は問題ありません。 

ぐ※ X は動的に抜き差ししたメモリバンクの番号となります。） 

システム再起動後、メモリサイズは正しく反映されます。 
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エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を〇 N にすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を検 
出すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。画面に表示されるメッセージとその意 
味、対処方法については「ハードウェア編」の181ページをご覧ください。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパター 
ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 



「ハードウエア編」に記載されている POST のエラーメッセージー覧は本装置単 
体のものです。マザーボードに接続されているオプションの SCSI コントロ_ 
ラ、 RAID コントローラに搭載されている BIOS のエラーメッセージとその対処 
方法についてはオプションに添付のマニュアルを参照してください（本装置の 
マザーボードに SCSI コントローラが搭載されている場合はこれらのメッセー 
ジも含まれています）。 RAID コントローラについては、この後の「トラブル 
シューティング」の 「 RAID システム、 RAID コントローラについて」を参照す 
るか、 RAID コントローラに添付の説明書を参照してください。 


ランプによるエラーメッセージ 

本装置の前面や背面、八ードディスクドライブのハンドル部分にあるランプはさまざまな状態 
を点灯、点滅、消灯によるパターンや色による表示でユーザーに通知します。「故障かな？」 
と思ったらランプの表示を確認してください。ランプ表示とその意味については「ハードウェ 
ア編」の151ページをご覧ください。 
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仮想 LCD 上の エラー メ ッセージ 


EXPRESSSCOPE エンジン2 ( BMC ) Web ブラウザや ESMPR 〇 /ServerManager Ve 「.5 の画面 
にて、仮想 LCD の表示を確認できます。上段と下段それぞれのメッセージの一覧と障害内容、 
その対処方法を示します。 

エラーメッセージー覧のプロセッサやメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメッセー 
ジとデバイスの搭載位置は222ページ〜223ページの図のように対応しています。 

また、 POST 中に エラー を検出した場合は、 POST が終了した後、仮想 LCD 上に POST エラー 
コー ドを表示します。 


• 本装置の八ードウエアの取り付け状態の確認、取り付け直しや交換の作業 
は無理をせず、作業を熟知している保守サービス会社に依頼してください。 

• 保守サービス会社に連絡するときには、仮想 LCD の表示をメモしておい 
てください。保守を行うときに重要な情報となります。 

• 保守を行うときに IPMI 情報も有用な情報となります。 IPMI 情報の採取 
方法は542ページを参照してください。 

• 対処方法は、 0 S からの制御による「再立ち上げ(リセット)」や「電源 
OFF 」 を優先して実施してください。 






対象装蛋の IPMI (Intelligent Platform Man 
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478 障害時の対処 


• POST 実行コード 


主な POST 
実行コード 

意味 

FCh 

プロセッサ、メモリやバスの初期化 

28h 

メモリのテストと初期化 

2Ah 

メモリのゼロクリア 

2Ch 

メモリのアドレスラインテスト 

2Eh 

メモリのデータラインテスト 

〇 Ah 

プロセッサの初期化 

2Fh 

プロセッサキャッシュの設定 

38h 

システム BIOS の Shadowing 

67h 

アプリケーションプロセッサの初期化 

69h 

SMI の初期化レベル1 

49h 

PCI デバイスの初期化（リソース割り当て） 

55h 

USB の初期化 

4Ah 

ビデオコント□ーラの初期化 

4Ch 

ビデオ BIOS の Shadowing 

59h 

POST 画面表示機能の初期化 

C6h 

コンソールダイレクション機能の初期化 

4Eh 

コピーライトの表示 

5 〇 h 

プロセッサ情報の表示 

60h 

拡張メモリのテスト 

62h 

拡張メモリのアドレステスト 

68h 

キャッシュのコンフィグレーション 

6Ah 

キャッシュサイズの表示 

87h 

1/〇デバイスのコンフィグレーション 

98h 

PCI デバイスのオプション ROM 展開 

93h 

マルチプロセッサのコンフィグレーション 

9Ch 

SMI の初期化レベル2 

BAh 

SMBIOS の初期化 

C3h 

POST エラーの表示 

ACh 

BIOS セットアップの起動 

BOh 

POST エラーのチェック 

BDh 

Boot メニューの表示 

97h 

MP テーブルの作成 

COh 

ブート開始処理 
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メモリポード番号とプロセッサ番号 

メモリボードとプロセッサは、次のよラな接続関係となります。 


メモリポード番号 

接続されるプロセッサ番号 

1 

1 

2 

3 

2 

4 

5 

3 

6 

7 

4 

8 


対処方法： 

対処方法の「本装置を再立ち上げ」は、状況によって次のいずれかを実施してください。 

* 〇 s からの制御により、本装置をリセットする。 

* 〇 S からの制御により、本装置の電源を〇 FF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を〇 N する。 

* POWER スイッチを押し、本装置の電源を〇 FF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を〇 N する。 

* P 〇 WER スイッチを4秒以上押し、本装置の電源を〇 FF し、その後、 POWER スイッチを押し、本装置の電源を〇 N 
する。 

* rCTRL + ALT + DELJ キー入力により、本装置をリセットする。 （POST 動作中） 

* リセットスイッチを押し、本装置をリセットする。 

* 管理 PC から本装置を再起動する。（パワーサイクルやシステムリセットな ど） 

* 本装置の電源を〇 FF した後、電源コードを抜き、その後、電源コードを再接続し本装置の電源を〇 N する。 
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LCD 上段表示メッセージ 

• STATUS ランプが緑色に点灯しているとき 


メッセージ 

意味 

Prepare To Boot 

POST が正常に終了しました。 


対処方法： 

エラーではありません。 


• STATUS ランプが緑色に点滅しているとき 


メッセージ 

意味 

CPU Reconrigured 

プロセッサが縮退した状態で起動した。 


対処方法： 

* BIOS セットアップを起動し、 「Main」-「ProcessorSettings」-「Processor Retest」 を Yes に変更し、 
『Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 


* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

Mem Reconfigured 

システムメモリが縮退した状態で起動した。 


対処方法： 

* BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory Retest」 を Yes に変更 
し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施することにより、解決することもできます。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

MR 1 DIMM 1ACE 

メモリボード 1 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 1BCE 

メモリボード1に搭載した DIMM JB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 1CCE 

メモリボード1に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 1DCE 

メモリボード1に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 2ACE 

メモリボード1に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 2B CE 

メモリボード1に搭載した DIMM_2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 2CCE 

メモリボード1に搭載した DIMM_2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 1 DIMM 2D CE 

メモリボード1に搭載した DIMM_2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード1を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、 エラー が発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード1を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください0 
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メッセージ 

意味 

MR 2 DIMM 1ACE 

メモリボード 2 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2DIMM IB CE 

メモリボード2に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2 DIMM 1CCE 

メモリボード2に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2DIMM ID CE 

メモリボード2に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2 DIMM 2A CE 

メモリボード2に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2 DIMM 2B CE 

メモリボード2に搭載した DIMM.2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2 DIMM 2C CE 

メモリボード2に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 2 DIMM 2D CE 

メモリボード2に搭載した DIMM.2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンパー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving ChangesJ を実施してください。 


メッセージ 

意味 

MR 3 DIMM 1ACE 

メモリボード 3 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3 DIMM IB CE 

メモリボード3に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3 DIMM 1C CE 

メモリボード3に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3DIMM ID CE 

メモリボード3に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3 DIMM 2A CE 

メモリボード3に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3 DIMM 2B CE 

メモリボード3に搭載した DIMM.2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3 DIMM 2C CE 

メモリボード3に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 3 DIMM 2D CE 

メモリボード3に搭載した DIMM.2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード3を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード3を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving Changes J を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 4 DIMM 1ACE 

メモリボード 4 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 1BCE 

メモリボード4に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 1CCE 

メモリボード4に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 1DCE 

メモリボード4に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 2ACE 

メモリボード4に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 2B CE 

メモリボード4に搭載した DIMM.2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 2C CE 

メモリボード4に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 4 DIMM 2D CE 

メモリボード4に搭載した DIMM_2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード4を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード4を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください0 


メッセージ 

意味 

MR 5 DIMM 1ACE 

メモリボード 5 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 1BCE 

メモリボード5に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 1CCE 

メモリボード5に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 1DCE 

メモリボード5に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 2A CE 

メモリボード5に搭載した DIMM.2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 2B CE 

メモリボード5に搭載した DIMM_2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 2C CE 

メモリボード5に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 5 DIMM 2D CE 

メモリボード5に搭載した DIMM_2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード5を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード5を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 6 DIMM 1ACE 

メモリボード 6 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6DIMM IB CE 

メモリボード6に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6 DIMM 1CCE 

メモリボード6に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6DIMM ID CE 

メモリボード6に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6 DIMM 2A CE 

メモリボード6に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6 DIMM 2B CE 

メモリボード6に搭載した DIMM.2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6 DIMM 2C CE 

メモリボード6に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 6 DIMM 2D CE 

メモリボード6に搭載した DIMM.2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード6を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード6を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンパー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving ChangesJ を実施してください。 


メッセージ 

意味 

MR 7 DIMM 1ACE 

メモリボード 7 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7 DIMM IB CE 

メモリボード7に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7 DIMM 1C CE 

メモリボード7に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7DIMM ID CE 

メモリボード7に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7 DIMM 2A CE 

メモリボード7に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7 DIMM 2B CE 

メモリボード7に搭載した DIMM.2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7 DIMM 2C CE 

メモリボード7に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 7 DIMM 2D CE 

メモリボード7に搭載した DIMM.2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード7を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード7を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving Changes J を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 8 DIMM 1ACE 

メモリボード 8 に搭載した DIMMJA にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 1BCE 

メモリボード8に搭載した DIMMJB にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 1CCE 

メモリボード8に搭載した DIMMJC にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 1DCE 

メモリボード8に搭載した DIMMJD にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 2ACE 

メモリボード8に搭載した DIMM_2A にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 2B CE 

メモリボード8に搭載した DIMM.2B にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 2C CE 

メモリボード8に搭載した DIMM.2C にて訂正可能なエラーが多発した。 

MR 8 DIMM 2D CE 

メモリボード8に搭載した DIMM_2D にて訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード8を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード8を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください0 


メッセージ 

意味 

Mem Riser 1 CE 

メモリボード 1 にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 2 CE 

メモリボード2にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 3 CE 

メモリボード3にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 4 CE 

メモリボード4にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 5 CE 

メモリボード5にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 6 CE 

メモリボード6にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 7 CE 

メモリボード7にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

Mem Riser 8 CE 

メモリボード8にてバス訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリポードと接続されたプロセッサを取り付け直してくださ 
い。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 1 D 1A/1CUCE 

メモリミラー構成時、メモリボード1に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 

MR 1 D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード1に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーバーとなった。 

MR 1 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード1に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 

MR 1 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード1に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード1を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード1を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving ChangesJ を実施してください。 


メッセージ 

意味 

MR 2D 1A/1CUCE 

メモリミラー構成時、メモリボード2に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 

MR 2D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード2に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 

MR 2D 2A/2CUCE 

メモリミラー構成時、メモリボード2に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 

MR 2D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード2に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving Changes J を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 3 D 1A/1C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード3に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 3 D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード3に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエ ールオーパーとなった。 

MR 3 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリポード3に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 3 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード3に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード3を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード3を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンパー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください0 


メッセージ 

意味 

MR 4 D 1A/1C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード4に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエ ールオーパーとなった。 

MR 4 D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード4に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 4 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード4に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 4 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリポード4に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエ ールオーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード4を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード4を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 5D 1A/1CUCE 

メモリミラー構成時、メモリボード5に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 

MR 5D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード5に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーバーとなった。 

MR 5 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード5に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 

MR 5 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード5に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード5を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード5を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving ChangesJ を実施してください。 


メッセージ 

意味 

MR 6D 1A/1CUCE 

メモリミラー構成時、メモリボード6に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 

MR 6D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード6に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 

MR 6 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード6に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 

MR 6 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード6に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラーフェール牙ーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード6を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード6を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ3を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-fExit Saving Changes J を実施してください。 















488 障害時の対処 


メッセージ 

意味 

MR 7 D 1A/1C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード7に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 7 D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード7に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエ ールオーパーとなった。 

MR 7 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリポード7に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 7 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード7に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード7を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード7を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンパー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください0 


メッセージ 

意味 

MR 8 D 1A/1C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード8に搭載した DIMM1A と DIMM 1C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエ ールオーパーとなった。 

MR 8 D IB/ID UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード8に搭載した DIMM1B と DIMM ID に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 8 D 2A/2C UCE 

メモリミラー構成時、メモリボード8に搭載した DIMM 2A と DIMM 2C に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエー ルオーパーとなった。 

MR 8 D 2B/2D UCE 

メモリミラー構成時、メモリポード8に搭載した DIMM 2巳と DIMM 2D に 
て訂正不可能なエラーが発生し、メモリミラー フエ ールオーパーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボード8を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボード8を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ4を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


注意事項： 

メモリボードの DIMM Fault LED がアンバー色に点灯し、 DIMM エラー履歴情報として保持されることから、本装 
置の再立ち上げ時もメモリボードの DIMM Fault LED はアンバー色に点灯します。メモリボードの DIMM Fault 
LED を消灯させる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Advanced」-「MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving Changes」 を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

MR 1 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード1にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 2 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード2にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 3 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード3にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 4 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード4にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 5 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード5にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 6 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード6にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 7 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード7にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 8 FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリボード8にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 1 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード1にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 2 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード2にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 3 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード3にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 4 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード4にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 5 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード5にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーパーとなった。 

MR 6 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード6にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 7 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード7にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 8 FailOver 2 

メモリミラー構成時、メモリボード8にて訂正不可能なエラーが発生 
し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを取り付け直してくださ 
い0 


* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを交換してください。 
* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


備考： 

本装置の再立ち上げ後、次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 
-メモリボードの DIMM Fault LED の状態 
- POST エラーメッセージ (POST エラー コー ド） 

- IPMI 情報ファイル (IPMI.DAT ファイル） 





















490 障害時の対処 


メッセージ 

意味 

MR 1/2 FailOver 

メモリミラー構成時、メモリボード1/2にて訂正不可能なエラーが発 
生し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 3/4 FailOver 

メモリミラー構成時、メモリボード3/4にて訂正不可能なエラーが発 
生し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 5/6 FailOver 

メモリミラー構成時、メモリボード5/6にて訂正不可能なエラーが発 
生し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 

MR 7/8 FailOver 

メモリミラー構成時、メモリボード7/8にて訂正不可能なエラーが発 
生し、メモリミラーフェールオーバーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを取り付け直してくださ 
い0 


* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを交換してください。 
* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


備考： 

本装置の再立ち上げ後、次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 
-メモリボードの DIMM Fault LED の状態 
- POST エラーメッセージ (POST エラーコード） 

- IPMI 情報ファイル (IPMI.DAT ファイル） 


メッセージ 

意味 

Mirror FailOver 1 

メモリミラー構成時、メモリミラーフエールオーバーとなった。 

Mirror Fail0ver2 

メモリミラー構成時、メモリミラーフエールオーバーとなった。 

Mirror Fail0ver3 

メモリミラー構成時、メモリミラーフエールオーバーとなった。 

Mirror Fail0ver4 

メモリミラー構成時、メモリミラーフエールオーバーとなった。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを取り付け直してくださ 
い。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


備考： 

本装置の再立ち上げ後、次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 
-メモリボードの DIMM Fault LED の状態 
- POST エラーメッセージ (POST エラーコード） 

- IPMI 情報ファイル (IPMI.DAT ファイル） 
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メッセージ 

意味 

Sys Mem UCE PSN 

システムメモリにて訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： 

本装置の再立ち上げ後、次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 
-メモリボードの DIMM Fault LED の状態 
- POST エラーメッセージ (POST エラー コー ド） 

- IPMI 情報ファイル (IPMI.DAT ファイル） 


メッセージ 

意味 

IR NIC 1 CE 

1/〇ライザボードに搭載されたオンボード LAN1 あるいは2コント□— 
ラにて PCI Express バス訂正可能なエラーが多発した。 

IR NIC 2 CE 

1/〇ライザボードに搭載されたオンボード LAN3 あるいは4コント□— 
ラにて PCI Express バス訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

SR SAS CE 

SAS ス□ットに取り付けた RAID コント□—ラにて PCI Express バス 
訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、 SAS ス□ットに取り付けた PCI ボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、 SAS ス□ットに取り付けた PCI ボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

注意事項： 

マザーボード上の SAS Slot Fault LED が赤色に点灯し、 PCI バスエラー履歴情報として保持されることから、本 
装置の再立ち上げ時も SAS Slot Fault LED は赤色に点灯します。マザーボード上の SAS Slot Fault LED を消灯さ 
せる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Server」-「Clear FRU LED」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit 
Saving Changes」 を実施してください0 
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メッセージ 

意味 

PCI Slot 01 CE 

PCI スロット 1 に取り付けた PCI ボードにて PCI Express パス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 02 CE 

PCI スロット2に取り付けた PCI ボードにて PCI Express パス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 03 CE 

PCI スロット3に取り付けた PCI ポードにて PCI Express バス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 04 CE 

PCI スロット4に取り付けた PCI ボードにて PCI Express パス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 05 CE 

PCI スロット5に取り付けた PCI ボードにて PCI Express パス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 06 CE 

PCI スロット6に取り付けた PCI ポードにて PCI Express バス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 07 CE 

PCI スロット7に取り付けた PCI ボードにて PCI Express パス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 08 CE 

PCI スロット8に取り付けた PCI ポードにて PCI Express バス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 09 CE 

PCI スロット9に取り付けた PCI ポードにて PCI Express バス訂正可能なエ 
ラーが多発した。 

PCI Slot 10 CE 

PCI スロット10に取り付けた PCI ボードにて PCI Express パス訂正可能な 
エラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した pci ボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した pci ボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

注意事項： 

マザーボード上の各 PCI Slot Fault LED が赤色に点灯し、 PCI バスエラー履歴情報として保持されることから、本 
装置の再立ち上げ時も PCI Slot Fault LED は赤色に点灯します。マザーボード上の PCI Slot Fault LED を消灯させ 
る場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Server」-「Clear FRU LED」 を Yes (こ変更し、. 「Exit」-「Exit Saving 
Changes」 を実施してください。 


メッセージ 

意味 

BB I0H 1 CE 1 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 2 CE 1 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 1 CE 2 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 2 CE 2 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてパス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 1 CE 3 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてパス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 2 CE 3 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 1 CE 4 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB I0H 2 CE 4 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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メッセージ 

意味 

BB 

CE 1 

マザーボードにてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB 

CE 2 

マザーボードにてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB 

CE 3 

マザーボードにてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB 

CE 4 

マザーボードにてバス訂正可能なエラーが多発した。 

BB 

CE 5 

マザーボードにてバス訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

Processor 1 CE 1 

プロセッサ 1 にて内部訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 2 CE 1 

プロセッサ 2 にて内部訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 3 CE 1 

プロセッサ 3 にて内部訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 4 CE 1 

プロセッサ 4 にて内部訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 1 CE 2 

プロセッサ 1 にて外部バス訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 2 CE 2 

プロセッサ 2 にて外部パス訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 3 CE 2 

プロセッサ 3 にて外部バス訂正可能なエラーが多発した。 

Processor 4 CE 2 

プロセッサ 4 にて外部バス訂正可能なエラーが多発した。 


継続して本装置の運用が可能ですが、以下を実施してください。 

対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したプロセッサを取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したプロセッサを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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• STATUS ランプが消灯しているとき 


メッセージ 

意味 

SystemBIOS Start 

システム BIOS が開始した。 


対処方法： 

エラーではありません。 


メッセージ 

意味 

BIOSRecovery run 

システム BIOS の ROM に致命的なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* マザーボード上のジャンパピンが正しい位置に設定されていることを確認してください。 
* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

ErrPause in POST 

重要な POST エラーが発生し、キー入力待ちになっている。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* POST エラーメッセージや POST エラーコードを確認して、 POST エラーに対応した対処を実施してください。 
* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

MEMR 1 DIMMsUCE 

メモリボード 1 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 2 DIMMs UCE 

メモリポード 2 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 3 DIMMs UCE 

メモリボード 3 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 4 DIMMs UCE 

メモリポード 4 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 5 DIMMs UCE 

メモリボード 5 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 6 DIMMs UCE 

メモリボード 6 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 7 DIMMs UCE 

メモリポード 7 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 

MEMR 8 DIMMs UCE 

メモリボード 8 に搭載された DIMM にて訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリポードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを取り付け直してくださ 
い0 


* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを交換してください。 
* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


備考： 

本装置の再立ち上げ後、次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 
-メモリボードの DIMM Fault LED の状態 
- POST エラーメッセージ (POST エラーコード） 

- IPM 晴報ファイル (IPMI.DAT ファイル） 






















運用•保守編 495 


メッセージ 

意味 

Sys Mem UCE 

システムメモリにて訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

備考： 

本装置の再立ち上げ後、次の情報によりエラーが発生した部品が判る場合があります。 
-メモリボードの DIMM Fault LED の状態 
- POST エラーメッセージ (POST エラー コー ド） 

- IPMI 情報ファイル (IPMI.DAT ファイル） 


メッセージ 

意味 

Mem Riser 1 UCE 

メモリボード 1 にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 2 UCE 

メモリボード2にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 3 UCE 

メモリボード3にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 4 UCE 

メモリボード4にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 5 UCE 

メモリボード5にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 6 UCE 

メモリボード6にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 7 UCE 

メモリボード7にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

Mem Riser 8 UCE 

メモリボード8にてバス訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードに搭載された DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリボードと接続されたプロセッサを取り付け直してくださ 
い0 


* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したメモリポードと接続されたプロセッサを交換してください。 
* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

IR NIC 1 UCE 

1/ 〇ライザボードに搭載されたオンボード LAN1 あるいは2コント□— 
ラにて PCI Express バス訂正不可能なエラーが発生した。 

IR NIC 2 UCE 

1/〇ライザボードに搭載されたオンボード LAN3 あるいは4コント□— 
ラにて PCI Express バス訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 




















496 障害時の対処 


メッセージ 

意味 

SR SAS UCE 

SAS ス□ットに取り付けた RAID コントローラにて PCI Express バス 
訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、 SAS ス□ットに取り付けた PCI ボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、 SAS スロットに取り付けた PCI ボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

注意事項： 

マザーボード上の SAS Slot Fault LED が赤色に点灯し、 PCI バスエラー履歴情報として保持されることから、本 
装置の再立ち上げ時も SAS Slot Fault LED は赤色に点灯します。マザーボード上の SAS Slot Fault LED を消灯さ 
せる場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Server」-「Clear FRU LED」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit 
Saving Changes」 を実施してください。 


メッセージ 

意味 

PCI Slot 01 UCE 

PCI スロット 1 に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 02 UCE 

PCI スロット2に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 03 UCE 

PCI スロット3に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 04 UCE 

PCI スロット4に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 05 UCE 

PCI スロット5に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 06 UCE 

PCI スロット6に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 07 UCE 

PCI スロット7に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 08 UCE 

PCI スロット8に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 09 UCE 

PCI スロット9に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 

PCI Slot 10 UCE 

PCI スロット10に取り付けた PCI ボードにて PCI Express バス訂正不 
可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した PCI ボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生した PCI ボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

注意事項： 

マザーボード上の各 PCI Slot Fault LED が赤色に点灯し、 PCI バスエラー履歴情報として保持されることから、本 
装置の再立ち上げ時も PCI Slot Fault LED は赤色に点灯します。マザーボード上の PCI Slot Fault LED を消灯させ 
る場合は、 BIOS セットアップを起動し、 「Server」-「Clear FRU LED」 を Yes に変更し、 「Exit」-「Exit Saving 
Changes」 を実施してください。 
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メッセージ 

意味 

BB IOH 1 UCE 1 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BB IOH 2 UCE 1 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BBIOH 1 UCE 2 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BB IOH 2 UCE 2 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BB IOH 1 UCE 3 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BB IOH 2 UCE 3 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BB IOH 1 UCE 4 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 1にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 

BB IOH 2 UCE 4 

マザーボードに搭載された1〇 Hub 2にてバス訂正不可能なエラーが発 
生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

BB 

UCE 1 

マザーボードにてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

BB 

UCE 2 

マザーボードにてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

BB 

UCE 3 

マザーボードにてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

BB 

UCE 4 

マザーボードにてバス訂正不可能なエラーが発生した。 

BB 

UCE 5 

マザーボードにてバス訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

Processor 1 UCE1 

プロセッサ 1 にて内部訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 2 UCE 1 

プロセッサ2にて内部訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 3 UCE 1 

プロセッサ3にて内部訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 4 UCE 1 

プロセッサ4にて内部訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 1 UCE2 

プロセッサ1にて外部バス訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 2 UCE2 

プロセッサ2にて外部バス訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 3 UCE2 

プロセッサ3にて外部バス訂正不可能なエラーが発生した。 

Processor 4 UCE2 

プロセッサ4にて外部バス訂正不可能なエラーが発生した。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したプロセッサを取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、エラーが発生したプロセッサを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 






























498 障害時の対処 


LCD 下段表示メッセージ 

• Status ランプが消灯しているとき 


メッセージ 

意 味 

DUMP Request! 

DUMP スイッチが押された。 


対処方法： 

〇 s ダンプが完了するまでお待ちください。 

ダンプが正常に終了しなかった場合には、以下を実行してください。 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

SMI Timeout 

システム管理割り込み中にタイムアウトが発生した。 

WDT Timeout 

ウォッチドックタイムアウトが発生した0 

WDT Power Cycle 

ウォッチドッグタイムアウトによりリブートが発生した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

WDT Power Down 

ウォッチドッグタイムアウトにより強制電源 OFF を行った。 


対処方法： 

本装置の電源を ON してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

ProcIThermalTrip 

プロセッサ#1の高温異常により強制的に電源〇 FF を行った。 

Proc2ThermalTrip 

プロセッサ#2の高温異常により強制的に電源〇 FF を行った。 

Proc3ThermalTrip 

プロセッサ#3の高温異常により強制的に電源〇 FF を行った。 

Proc4ThermalTrip 

プロセッサ#4の高温異常により強制的に電源〇 FF を行った。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

3. エラーが発生しているプロセッサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生しているプロセッサを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

Procl ERR 

プロセッサ# 1 で内部エラーを検出した。 

Proc2 ERR 

プロセッサ#2で内部エラーを検出した。 

Proc3 IERR 

プロセッサ#3で内部エラーを検出した。 

Proc4 ERR 

プロセッサ#4で内部エラーを検出した。 

Procl Co 门 fig Err 

プロセッサ#1に未サポートプロセッサ、不正な組み合わせのプロセッ 
サ、または異常なプロセッサが実装されている。 

Proc2 Config Err 

プロセッサ#2に未サポートプロセッサ、不正な組み合わせのプロセッ 
サ、または異常なプロセッサが実装されている。 

Proc3 Config Err 

プロセッサ#3に未サボートプロセッサ、不正な組み合わせのプロセッ 
サ、または異常なプロセッサが実装されている。 

Proc4 Config Err 

プロセッサ#4に未サボートプロセッサ、不正な組み合わせのプ□セッ 
サ、または異常なプロセッサが実装されている。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

3. エラーが発生しているプロセッサの取り付け状態を確認してください。 

4. エラーが発生しているプロセッサを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意味 

Memory Failure 

システムメモリ DIMM を全く検出できなかった、あるいは致命的なエ 
ラーが発生した DIMM を検出し、使用できる DIMM が無かったことを 
します。 


対処方法： 

* 本装置を再立ち上げしてください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボードに搭載されている DIMM を取り付け直してください。 
* 問題が解決しない場合は、メモリボードを取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1あるいはプロセッサ2を取り付け直してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボードに搭載されている DIMM を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、メモリボードを交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、プロセッサ1あるいはプロセッサ2を交換してください。 

* 問題が解決しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

意味 

Entering Setup 

BIOS セットアップにて操作中であることを示します。 


対処方法： 

エラーではありません。 



















500 障害時の対処 


• Status ランプがアンバ色に点灯しているとき 


メッセージ 

意 味 

Proc Missing 

プロセッサが実装されていない。 


対処方法： 

1 . プロセッサの取り付け状態を確認してください。 

2. プロセッサを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

PS1 AC Lost Aim 

電源ユニット#1の AC 供給に異常が発生した。 

PS2 AC Lost Aim 

電源ユニット# 2の AC 供給に異常が発生した。 

PS3 AC Lost Aim 

電源ユニット# 3の AC 供給に異常が発生した。 

PS4 AC Lost Aim 

電源ユニット# 4の AC 供給に異常が発生した。 


対処方法： 

1. 異常が発生している電源ユニットの AC コード接続状況を確認してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

UnexpectedPwLost 

電源異常が発生した。 

PowerOnCtrlFault 

電源異常が発生した。 


対処方法： 

保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

I0R Power Fault 

I/O ライザボードの電源回路の異常を検出した。 

FPFB Power Fault 

フロントパネル FAN ボードの電源回路の異常を検出した。 

PSU Power Fault 

パワーディストリビューシヨンボードの電源回路の異常を検出した。 

BB Power Fault 

マザーボードの電源回路の異常を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

MEM1 Power Fault 

メモリバックボード# 1 の電源回路の異常を検出した。 

MEM2 Power Fault 

メモリバックボード#2の電源回路の異常を検出した。 

MEM3 Power Fault 

メモリバックボード#3の電源回路の異常を検出した。 

MEM4 Power Fault 

メモリバックボード#4の電源回路の異常を検出した。 

MEM5 Power Fault 

メモリバックボード#5の電源回路の異常を検出した。 

MEM6 Power Fault 

メモリバックボード#6の電源回路の異常を検出した。 

MEM7 Power Fault 

メモリバックボード#7の電源回路の異常を検出した。 

MEM8 Power Fault 

メモリバックボード#8の電源回路の異常を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. エラーが発生しているメモリバックボードの取り付け状態を確認してください。 

3. エラーが発生しているメモリパックボードを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 



















502 障害時の対処 


メッセージ 

意 味 

Procl CacheAlm02 

プロセッサ# 1 のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Procl CacheAlm09 

プロセッサ#1のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Proc2 CacheAlm02 

プロセッサ#2のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Proc2 CacheAlm09 

プロセッサ#2のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Proc3 CacheAlm02 

プロセッサ#3のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Proc3 CacheAlm09 

プロセッサ#3のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Proc4 CacheAlm02 

プロセッサ#4のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Proc4 CacheAlm09 

プロセッサ#4のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Procl Core Alm02 

プロセッサ#1のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Procl Core Alm09 

プロセッサ#1のコア電圧異常（上限）を検出した。 

Proc2 Core Alm02 

プロセッサ#2のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Proc2 Core Alm09 

プロセッサ#2のコア電圧異常（上限）を検出した。 

Proc3 Core Alm02 

プロセッサ#3のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Proc3 Core Alm09 

プロセッサ#3のコア電圧異常（上限）を検出した。 

Proc4 Core Alm02 

プロセッサ#4のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Proc4 Core Alm09 

プロセッサ#4のコア電圧異常（上限）を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. エラーが発生しているプロセッサの取り付け状態を確認してください。 
問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

BB +3V BAT Aim 〇2 

リチウムバッテリ電圧異常（下限）を検出した。 

BB +3V BAT Aim 〇9 

リチウムバッテリ電圧異常（上限）を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

3. マザーボード上にあるリチウムバッテリの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

Proc12VIO Alm02 

プロセッサ# 1，#2 の VI 〇電圧異常（下限）を検出した。 

Proc12VIO Alm09 

プロセッサ#1,#2のVI〇電圧異常（上限）を検出した。 

IOR+1.0VAUX Aim 〇 2 

1/〇ライザボードの 1.0VAUX 電圧異常（下限）を検出した。 

IOR+1.0VAUX Alm09 

1/〇ライザボードの 1.0VAUX 電圧異常（上限）を検出した。 

I0R+1.5VAUX Alm02 

1/〇ライザボードの 1.5 VAUX 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R+1.5VAUX Alm09 

1/〇ライザボードの 1.5 VAUX 電圧異常（上限）を検出した。 

I0R+1.8VAUX Aim 〇 2 

1/〇ライザボードの 1.8VAUX 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R+1.8VAUX Aim 〇 9 

1/〇ライザボードの 1.8VAUX 電圧異常（上限）を検出した。 

BB+I.IVs Alm02 

1.1Vs 電圧異常（下限）を検出した。 

BB+I.IVs Alm09 

1.1Vs 電圧異常（上限）を検出した。 

BB+1.1V Aim 〇 2 

1. IV電圧異常（下限）を検出した。 

BB+1.1V Aim 〇 9 

1. IV電圧異常（上限）を検出した。 

BB+1.5V Alm02 

1.5V 電圧異常（下限）を検出した。 

BB+1.5V Aim 〇 9 

1.5V 電圧異常（上限）を検出した。 

BB+1.8V Aim 〇 2 

1.8V 電圧異常（下限）を検出した。 

BB+1.8V Alm09 

1.8V 電圧異常（上限）を検出した。 

I0R +3.3VS Alm02 

1/〇ライザボードの 3.3VS 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R +3.3VS Alm09 

1/〇ライザボードの 3.3VS 電圧異常（上限）を検出した。 

I0R +3.3V Aim 〇 2 

1/〇ライザボードの 3.3V 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R +3.3V Alm09 

1/〇ライザボードの 3.3V 電圧異常（上限）を検出した。 

Proc34 VIO Alm02 

プロセッサ#3，#4の VI0 電圧異常（下限）を検出した。 

Proc34 VIO Alm09 

プロセッサ#3，#4のVI〇電圧異常（上限）を検出した。 

I0R+12V Alm02 

1/〇ライザボードの 12V 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R+12V Alm09 

1/〇ライザボードの 12V 電圧異常（上限）を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ（リセット）してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

3. 1/〇ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

FP Temp Alm02 

フロントパネルで低温異常を検出した。 

FP Temp Alm09 

フロントパネルで高温異常を検出した。 

BB Tempi Alm02 

マザーボードで低温異常を検出した。 

BB Tempi Alm09 

マザーボードで高温異常を検出した。 

BB Temp2 Alm02 

マザーボードで低温異常を検出した。 

BB Temp2 Alm09 

マザーボードで高温異常を検出した。 

I0R Temp Alm02 

I/O ライザボードで低温異常を検出した。 

I0R Temp Alm09 

I/O ライザボードで高温異常を検出した。 


対処方法： 

装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 







































504 障害時の対処 


メッセージ 

意 味 

MEM1 Temp Alm02 

メモリバックボード# 1 上で低温異常を検出した。 

MEM1 Temp Alm09 

メモリバックボード#1上で高温異常を検出した。 

MEM2 Temp Alm02 

メモリバックボード#2上で低温異常を検出した。 

MEM2 Temp Alm09 

メモリバックボード#2上で高温異常を検出した。 

MEM3 Temp Alm02 

メモリバックボード#3上で低温異常を検出した。 

MEM3 Temp Alm09 

メモリバックボード#3上で高温異常を検出した。 

MEM4 Temp Alm02 

メモリバックボード#4上で低温異常を検出した。 

MEM4Temp Alm09 

メモリバックボード#4上で高温異常を検出した。 

MEM5 Temp Alm02 

メモリバックボード#5上で低温異常を検出した。 

MEM5 Temp Alm09 

メモリバックボード#5上で高温異常を検出した。 

MEM6 Temp Alm02 

メモリバックボード#6上で低温異常を検出した。 

MEM6 Temp Alm09 

メモリバックボード#6上で高温異常を検出した。 

MEM7 Temp Alm02 

メモリバックボード#7上で低温異常を検出した。 

MEM7 Temp Alm09 

メモリバックボード#7上で高温異常を検出した。 

MEM8 Temp Alm02 

メモリバックボード#8上で低温異常を検出した。 

MEM8 Temp Alm09 

メモリバックボード#8上で高温異常を検出した。 


対処方法： 

1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているメモリバックボード/ DIMM の取り付け状態を確認してください。 
問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

PS1 Temp Alm02 

電源ユニット# 1 で低温異常を検出した。 

PS1 Temp Alm09 

電源ユニット#1で高温異常を検出した。 

PS2 Temp Alm02 

電源ユニット#2で低温異常を検出した。 

PS2 Temp Alm09 

電源ユニット#2で高温異常を検出した。 

PS3 Temp Alm02 

電源ユニット#3で低温異常を検出した。 

PS3 Temp Alm09 

電源ユニット#3で高温異常を検出した。 

PS4 Temp Alm02 

電源ユニット#4で低温異常を検出した。 

PS4 Temp Alm09 

電源ユニット#4で高温異常を検出した。 


対処方法： 

1. 電源ユニット内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

3. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

4. 異常が発生している電源ユニットの取り付け状態を確認してください。 

5. 異常が発生している電源ユニットを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

Procl Therm % 09 

プロセッサ# 1 で高温異常を検出した。 

Proc2 Therm % 09 

プロセッサ#2で高温異常を検出した。 

Proc3 Therm % 09 

プロセッサ#3で高温異常を検出した。 

Proc4 Therm % 09 

プロセッサ#4で高温異常を検出した。 


対処方法： 

1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているプロセッサのヒートシンクの取り付け状態を確認してください。 
問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

HDD Fault 

八ードディスクドライブの異常を検出した。 


対処方法： 

1. 異常が発生しているハードディスクドライブの取り付け状態を確認してください。 

2. ディスクアレイを構成している場合、 RAID レベルによっては1台のハードディスクドライブが故障しても運 
用を続けることができますが、早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行ってくだ 
さい。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 












506 障害時の対処 


• Status ランプがアンバ色に点滅しているとき 


メッセージ 

意 味 

PS1 Supply Aim 

電源ユニット# 1 の異常を検出した。 

PS2 Supply Aim 

電源ユニット#2の異常を検出した。 

PS3 Supply Aim 

電源ユニット#3の異常を検出した。 

PS4 Supply Aim 

電源ユニット#4の異常を検出した。 


対処方法： 

1. 異常が発生している電源ユニットの接続状況を確認してください。 

2. 異常が発生している電源ユニットを交換してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

Cover Open 

カバーオープンを検出した。 


対処方法： 

トップカバーの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

Procl CacheAlm 〇〇 

< 警告レベル > プロセッサ# 1 のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Procl CacheAlm07 

<警告レベル〉プロセッサ#1のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Proc2 CacheAlmOO 

<警告レベル〉プロセッサ#2のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Proc2 CacheAlm07 

<警告レベル〉プロセッサ#2のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Proc3 CacheAlmOO 

<警告レベル〉プロセッサ#3のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Proc3 CacheAlm07 

<警告レベル〉プロセッサ#3のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Proc4 CacheAlmOO 

<警告レベル > プロセッサ#4のキャッシュ電圧異常（下限）を検出した。 

Proc4 CacheAlm07 

<警告レベル〉プロセッサ#4のキャッシュ電圧異常（上限）を検出した。 

Procl Core AlmOO 

<警告レベル > プロセッサ#1のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Procl Core Alm07 

<警告レベル > プロセッサ#1のコア電圧異常（上限）を検出した。 

Proc2 Core AlmOO 

<警告レベル > プロセッサ#2のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Proc2 Core Alm07 

<警告レベル > プロセッサ#2のコア電圧異常（上限）を検出した。 

Proc3 Core AlmOO 

く警告レベル > プロセッサ#3のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Proc3 Core Alm07 

<警告レベル > プロセッサ#3のコア電圧異常（上限）を検出した。 

Proc4 Core AlmOO 

<警告レベル > プロセッサ#4のコア電圧異常（下限）を検出した。 

Proc4 Core Alm07 

<警告レベル > プロセッサ#4のコア電圧異常（上限）を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. エラーが発生しているプロセッサの取り付け状態を確認してください。 
問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

BB +3V BAT Aim 〇〇 

く警告レベル〉リチウムバッテリ電圧異常（下限）を検出した。 

BB +3V BAT Aim 〇 7 

<警告レベル > リチウムバッテリ電圧異常（上限）を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

3. マザーボード上にあるリチウムパッテリの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

Proc12VIO AlmOO 

く警告レベル〉プロセッサ# 1,#2 の VI 〇電圧異常（下限）を検出した。 

Proc12VIO Alm07 

<警告レベル > プロセッサ#1,#2の VIO 電圧異常（上限）を検出した。 

IOR+1.0VAUX AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 1.0VAUX 電圧異常（下限）を検出した。 

IOR+1.0VAUX Alm07 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 1.0VAUX 電圧異常（上限）を検出した。 

I0R+1.5VAUX AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 1.5VAUX 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R+1.5VAUX Alm07 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 1.5VAUX 電圧異常（上限）を検出した。 

I0R+1.8VAUX AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 1.8VAUX 電圧異常（下限）を検出した。 

I0R+1.8VAUX Alm07 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 1.8VAUX 電圧異常（上限）を検出した。 

BB+I.IVs AlmOO 

<警告レペル >1.1 Vs 電圧異常（下限）を検出した。 

BB+I.IVs Aim 〇 7 

<警告レベル >1.1 Vs 電圧異常（上限）を検出した。 

BB+1.1V Aim 〇〇 

<警告レベル >1.1 V電圧異常（下限）を検出した。 

BB+1.1V Aim 〇 7 

<警告レベル >1.1 V電圧異常（上限）を検出した。 

BB+1.5V AlmOO 

<警告レベル >1.5V 電圧異常（下限）を検出した。 

BB+1.5V Alm07 

<警告レベル >1.5V 電圧異常（上限）を検出した。 

BB+1.8V AlmOO 

<警告レベル >1.8V 電圧異常（下限）を検出した。 

BB+1.8V Aim 〇 7 

<警告レベル >1.8V 電圧異常（上限）を検出した。 

IOR +3.3VS AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 3.3VS 電圧異常（下限）を検出した。 

IOR +3.3VS Alm07 

く警告レベル>1/〇ライザボードの 3.3VS 電圧異常（上限）を検出した。 

IOR +3.3V AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 3.3V 電圧異常（下限）を検出した 

IOR +3.3V Aim 〇 7 

<警告レペル>1/〇ライザボードの 3.3V 電圧異常（上限）を検出した。 

Proc34 VIO AlmOO 

く警告レベル〉プロセッサ#3,#4のVI〇電圧異常（下限）を検出した。 

Proc34 VIO Alm07 

<警告レベル〉プロセッサ#3，#4の VIO 電圧異常（上限）を検出した。 

IOR + 12V AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 12V 電圧異常（下限）を検出した。 

IOR + 12V Alm07 

<警告レベル>1/〇ライザボードの 12V 電圧異常（上限）を検出した。 


対処方法： 

1. 本装置を再立ち上げ(リセット)してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

3. 1/〇ライザボードの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 

































508 障害時の対処 


メッセージ 

意 味 

PS1FAN1 Aim 〇〇 

< 警告レベル > 電源ユニット#1内 FAN#1 の異常を検出した。 

PS1FAN2 Aim 〇〇 

<警告レベル >電源ユニット#1内 FAN#2 の異常を検出した。 

PS1FAN3 Aim 〇〇 

<警告レベル >電源ユニット#1内 FAN#3 の異常を検出した。 

PS1FAN4 Aim 00 

<警告レベル >電源ユニット#1内 FAN#4 の異常を検出した。 

PS2FAN1 Aim 〇〇 

<警告レベル〉電源ユニット#2内 FAN#1 の異常を検出した。 

PS2FAN2 Aim 〇〇 

<警告レベル >電源ユニット#2内 FAN#2 の異常を検出した。 

PS2FAN3 Aim 〇〇 

<警告レベル >電源ユニット#2内 FAN#3 の異常を検出した。 

PS2FAN4 Aim 00 

<警告レベル >電源ユニット#2内 FAN#4 の異常を検出した。 

PS3FAN1 Aim 〇〇 

<警告レベル >電源ユニット#3内 FAN#1 の異常を検出した。 

PS3FAN2 Aim 〇〇 

<警告レベル > 電源ユニット#3内 FAN#2 の異常を検出した。 

PS3FAN3 Aim 00 

<警告レベル >電源ユニット#3内 FAN#3 の異常を検出した。 

PS3FAN4 Aim 00 

<警告レベル >電源ユニット#3内 FAN#4 の異常を検出した。 

PS4FAN1 Aim 00 

<警告レベル >電源ユニット#4内 FAN#1 の異常を検出した。 

PS4FAN2 Aim 00 

<警告レベル > 電源ユニット#4内 FAN#2 の異常を検出した。 

PS4FAN3 Aim 〇〇 

<警告レベル > 電源ユニット#4内 FAN#3 の異常を検出した。 

PS4FAN4 Aim 〇〇 

<警告レベル >電源ユニット#4内 FAN#4 の異常を検出した。 


対処方法： 

1. 電源ユニット内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 本装置を DC-Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

3. 異常が発生している電源ユニットの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

FAN 1 Aim 00 

< 警告レベル > FAN #1 の異常を検出した。 

FAN 2 Aim 00 

く警告レベル〉 FAN #2 の異常を検出した。 

FAN 3 Aim 00 

く警告レベル〉 FAN #3 の異常を検出した。 

FAN 4 Aim 〇〇 

く警告レベル〉 FAN #4 の異常を検出した。 

FAN 5 Aim 00 

<警告レベル > FAN #5 の異常を検出した。 

FAN 6 Aim 00 

く警告レベル〉 FAN #6 の異常を検出した。 

FAN 7 Aim 00 

く警告レベル〉 FAN #7 の異常を検出した。 

FAN 8 Aim 00 

く警告レベル〉 FAN #8 の異常を検出した。 


対処方法： 

装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

FP Temp AlmOO 

< 警告レベル > フロントパネルで低温異常を検出した。 

FP Temp Alm 07 

<警告レベル > フロントパネルで高温異常を検出した。 

BB Tempi AlmOO 

<警告レベル > マザーボードで低温異常を検出した。 

BB Tempi Alm 07 

<警告レベル > マザーボードで高温異常を検出した。 

BB Temp 2 AlmOO 

<警告レベル > マザーボードで低温異常を検出した。 

BB Temp 2 Alm 07 

<警告レベル > マザーボードで高温異常を検出した。 

IOR Temp AlmOO 

<警告レベル>1/〇ライザボードで低温異常を検出した。 

IOR Temp Alm 07 

<警告レベル>1/〇ライザボードで高温異常を検出した。 


対処方法： 

装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

MEM 1 Temp AlmOO 

く警告レベル> メモリバックボード#1上で低温異常を検出した。 

MEM 1 Temp Alm 07 

く警告レベル> メモリバックボード#1上で高温異常を検出した。 

MEM 2 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#2上で低温異常を検出した。 

MEM 2 Temp Alm 07 

<警告レベル> メモリバックボード#2上で高温異常を検出した。 

MEM 3 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#3上で低温異常を検出した。 

MEM 3 Temp Alm 07 

<警告レベル> メモリバックボード#3上で高温異常を検出した。 

MEM 4 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#4上で低温異常を検出した。 

MEM 4 Temp Alm 07 

<警告レベル> メモリバックボード#4上で高温異常を検出した。 

MEM 5 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#5上で低温異常を検出した。 

MEM 5 Temp Alm 07 

<警告レベル> メモリバックボード#5上で高温異常を検出した。 

MEM 6 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#6上で低温異常を検出した。 

MEM 6 Temp Alm 07 

<警告レベル> メモリバックボード#6上で高温異常を検出した。 

MEM 7 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#7上で低温異常を検出した。 

MEM 7 Temp Aim 〇 7 

<警告レベル> メモリバックボード#7上で高温異常を検出した。 

MEM 8 Temp AlmOO 

<警告レベル> メモリバックボード#8上で低温異常を検出した。 

MEM 8 Temp Alm 07 

<警告レベル> メモリバックボード#8上で高温異常を検出した。 


対処方法： 

1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているメモリボード/ DIMM の取り付け状態を確認してください。 
問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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メッセージ 

意 味 

PS 1 Temp AlmOO 

< 警告レベル > 電源ユニット#1で低温異常を検出した。 

PS 1 Temp Alm 07 

<警告レベル > 電源ユニット#1で高温異常を検出した。 

PS 2 Temp AlmOO 

<警告レベル >電源ユニット#2で低温異常を検出した。 

PS 2 Temp Alm 07 

<警告レベル >電源ユニット#2で高温異常を検出した。 

PS 3 Temp AlmOO 

<警告レベル >電源ユニット#3で低温異常を検出した。 

PS 3 Temp Alm 07 

<警告レベル >電源ユニット#3で高温異常を検出した。 

PS 4 Temp AlmOO 

<警告レベル >電源ユニット#4で低温異常を検出した。 

PS 4 Temp Alm 07 

<警告レベル >電源ユニット#4で高温異常を検出した。 


対処方法： 

1. 電源ユニット内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

3. 本装置を DC - Off した後、 AC コードを抜いてください。その後、 AC コードを再接続し本装置を再起動してく 
ださい。 

4. 異常が発生している電源ユニットの取り付け状態を確認してください。 

問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 


メッセージ 

意 味 

Procl Therm % 07 

< 警告レベル > プロセッサ# 1 で高温異常を検出した。 

Proc 2 Therm % 07 

<警告レベル > プロセッサ#2で高温異常を検出した。 

Proc 3 Therm 96 07 

<警告レベル > プロセッサ#3で高温異常を検出した。 

Proc 4 Therm 96 07 

<警告レベル > プロセッサ#4で高温異常を検出した。 


対処方法： 

1. 装置内の FAN が正常に動作しているか確認してください。 

2. 異常が発生しているプロセッサのヒートシンクの取り付け状態を確認してください。 
問題が解決しない場合には、保守サービス会社へ連絡してください。 
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Windows のエラーメツセージ 


Windows オペレーティングシステムの起動後に致命的なエラー （ STOP エラーやシステムエ 
ラー）が起きるとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセー 
ジが表示されます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IRQL NOT LESS OR EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 ntoskrnl.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリにメモリタ'ン 
プのデータを保存します（「メモリダンプ（デバッグ情報）の設定」112ページ参照)）。のち 
ほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合があ 
ります。 M 〇や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備してお 
いてください。 


_"〇 STOP エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ 
Bta リが不足していることを示すメッセージが表示されることがありますが、その 
まま起動してください。 


このファイルをメディアにコピーする前に、イベントビューアを起動して、シ 
Ifl ^ l ステムイベントログで Save Dump のイベントログが記録され、メモリダンプ 
が保存されたことを確認してください。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起き 
た場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 


サーバ管理アプリケーションからのエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerAgenl ^ ESMPRO / ServerManager 、 RAID システム管理ユーテイリテイな 
どの管理ツールを本装置や管理 PC へインス I -ールしておくと、何らかの障害が起きたときに 
管理 PC や本体に接続しているディスプレイ装置から障害の内容を知ることができます。 

各種アプリケーションのインストールや運用方法についてはソフトウェア編、またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPR 〇を使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプで詳しく説明 
されています。 
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思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 

本装置について 

[?] 画面が出ない、ビープ音が鳴る 

n DIMM ボードが確実に実装されていますか？ 

— DIMM がしっかりとコネクタに実装されているか確認してください。 

— 同一 BANK 内に異なった仕様の DIMM が実装されていないか確認してくださ 
し、 DIMM の仕様については241ページの 「 DIMM 」 を参照してください。 

— 本装置は POWER ON から画面が表示されるまで装置の構成によって異なりま 
すが1〜10分程度かかる場合があります。ランプ表示異常でない場合やビープ 
音が鳴っていない場合にはしばらく待って様子をみてください。 

[?] 電源が ON にならなしへ 

n 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

—電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセント（または ups ) に接続さ 
れていることを確認してください。 

—本装置に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確認してください。 

一 接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを確認してください。 

一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が出力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付の 
マニュアルを参照してください。 

また、本装置の BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の 
設定ができます。 

く確認するメニュー： 「 Server 」—「 AC - LINK 」 > 

□ POWER / SLEEP スイッチを押しましたか？ 

一 本装置前面にある POWER スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯） 
にしてください。 

[?] 電源が OFn こならない • POWER/SLEEP スイッチが機能しなし、 

□ POWER / SLEEP スイッチの機能を無効にしていませんか？ 

— いったん本装置を再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起動して 
ください。 

<確認する メニュー: 「 Security」—「Power Switch Inhibit ] > 
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[?] POST が終わらなしへ 

n メモリが正しく搭載されていますか？ 

—最低2枚1組の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一 搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 

n 本装置の起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

—起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないよラ注 
意してください。 

n 本装置で使用できるメモリ • pci デバイスを搭載していますか？ 

- 弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

[?] 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

— インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順序が正しいかどうが確認してください。 

n 電源〇 n の順番を間違っていませんか？ 

—外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源 
を〇 N にします。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

—接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインス 
卜ールしてください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本装置の BIOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デバイスの割り込みやその他の詳細な設定をしてください。 （PCI デ 
バイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボードに 
よっては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付のマ 
ニュアルを参照して正しく設定してください。） 

<石宦言忍する メニュー： rAdva 门 ced」 一 「Peripheral Configuration」 
「Advanced」 ^ 「PCI Configuration」 
r/\dvanced」—r/\dvanced Chipset ControlJ > 

— シリアルポートに接続しているデバイスについては、1/〇ポートアドレスや動 
作モードの設定が必要なものもあります。デバイスに添付のマニュアルを参 
照して正しく設定してください。 

<石宦言忍する メニュー： f Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 > 
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[?] キーポードやマウスが正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

—本装置にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してください。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

— 使用している〇 s に添付のマニュアルを参照してキーボードやマウスのドライ 
パがインストールされていることを確認してください（これらは〇 S のインス 
I'''ールの際に標準でインストールされます）。また、〇 S によってはキーボード 
やマウスの設定を変更できる場合があります。使用している〇 S に添付のマ 
ニュアルを参照して正しく設定されているかどうが確認してください。 

[?] フロッピーディスクにアクセス（読み込みまたは書き込みが）できない 

n フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットしていますか？ 

—フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

—フロッピーディスクのライトプ□テクトスイッチのノッチを「書き込み可」 

にセットしてください。 

□ フォーマットしていますか9 

—フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたフ□ッ 
ピーディスクをフォーマットしてください0フォーマットの方法については、 
〇 s に添付のマニュアルを参照してください。 

[?] CD - ROM , DVD - ROM にアクセスできない 

□ CD-RW/DVD-R 〇 M 装置のトレーに確実にセットしていますか？ 

— トレーには CD/DVD-R 〇 M を保持するホルタ'一があります。ホルタ'一で確実に 
保持されていることを確認してください。 

□ 本装置で使用できる CD/DVD-R 〇 M ですか？ 

— Macintosh 専用の CD/DVD-R 〇 M は使用できません。 
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[?] CD - R ディスクにアクセスできない 

n CD-R ディスクの表裏を間違えてセットしていませんか？ 

— トレイから CD-R ディスクを取り出し、 CD-R ディスクのトップレーベルを上 
にして、セットし直してください。 

n CD-R ディスクに汚れやキズがありませんか？ 

— CD-R ディスクの表面に指紋などの汚れやキズがないことを確認してくださ 
し、汚れがある場合は、 CD-R ディスクの表面をクリーニングしてください。 
それでも読み込みができない場合は、アクセスが可能だった別の CD-R ディス 
クに入れ替えて、再度、読み込みができるかどうか確認してください。 

n CD-R ディスクがクローズされた状態になっていますか？ 

— セッションをクローズした状態にするかディスクを閉じた状態にして再度、 
読めるかどうか確認してください。 

n 書き込みドライブに適合した書き込みソフトおよび CD-R ディスクで CD-R ディスク 

を書き込みしましたか？ 

— 書き込みドライブ、書き込みソフト、および CD-R ディスクの組み合わせが正 
しくない場合、本装置の CD-RW/DVD-ROM 装置で読めないことがあります。 

[?] 八ードディスクドライブにアクセスできない 

n 本装置で使用できるハードディスクドライブですか？ 

-弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n ハードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

— ハードディスクドライブのハンドルにあるレバーで確実にロックしてくださ 
し、。不完全な状態では、内部のコネクタに接続されません（228ページ参照)。 

[?] SCSI 機器（内蔵 • 外付け）にアクセスできない 

n 本体で使用できる scsi 機器ですか？ 

—弊社が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n scsi コントローラの設定を間違えていませんか？ 

— オプションの SCSI コントローラを搭載し、 SCSI 装置を接続している場合は、 
SCSI コントローラが持つ BIOS セットアップユーティリティで正しく設定して 
ください。詳しくは SCSI コント□ーラに添付のマニュアルを参照してくださ 
い0 

n scsi 機器の設定を間違えていませんか？ 

— SCSI 装置を接続している場合は、 SCSI ID や終端抵抗などの設定が必要です。 
詳しくは SCSI 装置に添付のマニュアルを参照してください。 
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[?] PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった （ PCI ホットプラグについては517 

ページを参照） 

n ボードを正しく取り付けていますか？ 

— 269ページを参照して正しく取り付け直してください。 

□ BIOS セットアップユーティリティの〇 ptionR 〇 M 設定が、〇 S ブートを行うボード 
のス□ットを除き、 Disable になっていますか？ 

— BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認する メニュー： 「 Advanced」— [PCI Configuration」—「PCI Slot 
n」 （n: 取り付けたボードの PCI ス□ット番号）— 

rOption ROM Scan」 > 

n ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合、 bios セット 
アップユーティリティの設定で増設した Slot の〇 ption R 〇 M 設定が Disable になって 
いますか9 

— BIOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認するメニュー： 「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n」 
(n: 取り付けたボードの PCU □ット番号）— 
rOption ROM Scan」> 

[?] OS を起動できなしへ 

n フロッピーディスクをセットしていませんか？ 

—フロッピーディスクを取り出して再起動してください。 

□ EXPRESSBUILDER をセットしていませんか？ 

— EXPRESSBUILDER を取り出して再起動してください。 
n 〇 s が破損していませんか？ 

一 修復プロセスを使って修復を試してください（543ページ)。 

[?] 卸朗ドライバの速度設定を1000 Mbps から100 Mbps に変更した場合、 ESMPR 0/ 

統合ビューアの 『 ESMPRO / ServerManager の「サーバ状態/構成情報1』にてネット 

ワークの詳細を参照すると、設定したスピードが不正表示 （1000 Mbps から 

100 Mbps 設定時：1000 Mbps と表示）される 

一 giga ドライバの速度設定を変更した場合、表示が不正になりますが、 LAN ド 
ライノ \'の動作には影響ありません。 










運用•保守編 517 


[?] ネットワーク上で認識されなし、 

n ケーブルを接続していますか？ 

—本装置背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使 
用するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したものである 
ことを確認してください。 

n プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一 本装置専用のネットワークドライバをインストールしてください。また、 

TCP / IP などのプロトコルのセットアップや各種サービスが確実に設定されて 
いることを確認してください。 

n 転送速度の設定を間違えていませんか？ 

一 本装置に標準装備の内蔵 LAN コント□—ラ1は、100 Mbps /10 Mbps の転送速 
度のネットワークで使用することができます。内蔵 LAN コント□ーラ2は、 

1000 Mbps / 100 Mbps / 1 0 Mbps の転送速度のネットワークで使用することが 
できます。この転送速度の切り替えや設定は〇 S 上から行えますが 、 「Auto 
Detect 」 という機能は使用せず、接続している Hub と同じ転送速度で固定に 
設定してください。 

また、接続している Hub とデュブレックスモードが同じであることを確認して 
ください。 

[?] PCI ホットプラグが正しく行えない 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— PCI ホットプラグを行う場合は、 BIOS の SETUP ユーティリティであらかじめ 
設定を変更しておく必要があります。 

く確認する メニュー： 「 Advanced」—「PCI Configuration 」— 

「Hot Plug PCI Control 」— 
rMinimum / Middle / Maxirmjm *」 〉 

* 取り付けるボードによって設定値が異なります。詳細は317ページを参照 
してください。 

[?] PCI ポードの Hot Remove または、 Hot Replace において、 OS からポードのドライバ 

を停止できない 

□ Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用してい 
ませんか9 

— Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用 
しているとドライバを停止できません。該当するソフトウェアを終了させて 
から、 PCI ボードのドライバを停止させてください 。 Hot Replace の場合は 
ボードの取り付けが終了した後に、終了させたソフトウェアを起動してくだ 
さい。 
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[?] 管理 pc から本装置が認識できなし、 

n LAN ケーブルが正しく接続されていますか？ 

—管理用 LAN ポートに接続しているケーブルの状態を確認してください。ケー 
ブルが正しく接続されていないと本装置のセンサを正しく参照することがで 
きません。 

また、接続については、誤って本装置の LAN コネクタに接続していないこと 
を確認してください。 

n ip アドレスが重なっていませんか？ 

一 管理用 LAN ポートの IP アドレスは出荷時、192.168 .1.1 に設定されておりま 
す。同ーネットワーク上に同一の IP アドレスがあると正常に認識されませんの 
で IP アドレスの変更を行ってください。 

□ 巳31\/^卩〇/36^^「み96巾において本装置の監視設定がされていますか？ 

— ESMPR 〇 / ServerAgent の設定を変更してください。設定方法は Windows コ 
ント□—ルパネルの ESMPR 〇 / ServerAgent を起動し、「システム」タブの 
[ Express 5800本体装圍一[監視する ] チェックボックスをチェックしてくださ 
し、（デフォルトの設定は「監視しない」に設定されています。）設定変更後、 
自動的に本装置の監視が開始されます。設定変更後サーバを再起動する必要 
はありませんが、本装置が参照できない場合はツリーの再構築を実施してく 
ださい。 

n ファイヤーウォールやゲートウェイで接続制限されていませんか？ 

— ファイヤーウォールなどの接続制限に引っかかっている可能性があります。 
LAN クロスケーブルにて直接クライアント PC を接続し接続問題が解決する場 
合には、ファイヤーウォールやゲートウェイなどを再確認してください。 

[?] Web ブラウザからリモートマネージメント機能を利用する際の□グイン名/パスワード 

を忘れてしまった 

—□グイン名やパスワード設定を忘れてしまったときに、 BIOS セットアップ 
ユーティリティからパスワードを含む各設定を工場出荷時の状態に戻すこと 
ができます。 

<確認するメニュー： 

「 Server」—「BMC LAN Configuration」—「Clear BMC Configuration 」> 


_"〇 この操作を行うと、 ESMPRO / ServerManager と本装置を接続するために 
必要な BMC の設定もクリァされます。 

ESMPRO / ServerManager をご使用の場合には、本操作を行う前に ESMPR 0/ 
361^6「1\/^阳吕6「と接続するための設定をド0などに保存し、本操作後に再設定し 
て < ださい。 

BMC の設定は、 ESMPRO / ServerAgentExtension や EXPRESSBUILDER の 
システムマネージメント機能で設定/保存できます。 
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Windows について 


[?] Windows Server 2008 R 2 のシステム起動時、次のような内容の警告がシステムイ 

ベント□グに記録される場合がある 

ィベント D : 27 

ソース : e 1 qexpress 

種類 ：警告 

説明 ： Intel ( R ) 82576 NS Gigabit Ethernet Controller 

Network link has been disconnected . 

- システム起動時またはシステムのアップデート適用時に記録される場合、シ 
ステム動作上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008 R 2 のインス I ルを行うと、以下のようなシステムイベン 

卜□グが登録される場合がある 

イベント D :134 

ソース ： Microsoft - Windows - Time-Service 

種類 ：警告 

説明 ： n での DNS 解決エラーのため、 NtpCIient でタイムソースとして使う手 

動ピアを設定できませんでした。3473457分後に再試行し、それ以降 
は2倍の間隔で再試行します。 

ー システム運用上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008 R 2 のインス I "ール時、システムのアップデート時に以下の 

ような警告がアプリケーションイベント□グに記録される場合がある 


ィ ベント D 

: 63 

ソース 

: WMI 

種類 

:警告 

説明 

: 1 プ□バイタ ' Ncs 2 は LocalSystem アカウントを使うために Windows 
Management Instrumentation 名前空間 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユーザー要求を 
正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 


— システム運用上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008 R 2 のインス I ルを行うと、以下のようなアプリケーシヨ 

ンイベントログが登録される場合がある 


イベント D :1534 

ソース : Microsoft - Windows-User Profiles Service 

種類 ：警告 

説明 ：コンポーネント ^ eEAlC ^ ligsg - AeVf - BESB - AZATOVCABSEA } の 

イベント Create のプ□ファイル通知は失敗しました。 

— システム運用上問題ありません。 


イベント D :1015 

ソース ： Microsoft - Windows - Security-SPP 

種類 ：警告 

説明 ： HRESULT の詳細情報。 

返された hr = 0 xC 004 F 022、 元の hr = 0 x 80049 E 00 


ライセンス認証後に登録されていなければ、システム運用上問題ありません。 
















520 障害時の対処 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、 iSCSI を認識している状態で OS を再起動した 

場合、次のような警告がシステムイベント□グに記録される場合がある 

ィベント D :1 
ソース ： iScsiPrt 

種類 ：エラー 

説明 ：イニシエーターは夕ーゲットへの接続に失敗しました。夕'ンプデータ 

に夕ーゲット IP アドレスと TCP ポート番号が示されています。 

—詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http://support.microsott.com/kb/976072/ja 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、書き込み禁止ボリュームを有するサーバへ 

シャドーコピーインポートを行った場合、次のような警告がアプリケーシヨンイベント 

□ グに|己録される場合がある 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


8193 

VSS 

エラー 

ボリューム シャドウ コピーサービスエラー： ルー チン 
IOCTL_DISK_GET_DRIVE_LAYOUT_EX(¥¥?¥mpio#disk&ven_nec 
&prod_istorage_1000&rev_1 000# 1 & 7f6ac24&0& 303030303030 
303031303030303032383030304636#( GUID }) - BuildLunlnfo 
ForDrive の呼び出し中に予期しない エラー が発生しました。 
hr = 0x80070013, このメディアは書き込み禁止になっています。 

12289 

VSS 

エラー 

予期しないエラー 

DeviceloControl(¥¥?¥storage#volume#_??_mpio#disk&ven_nec& 
prod_istorage_1 〇〇〇 &「ev_ 1 〇〇〇 # 1 & 7f6ac24&0& 3030303030303 
03031303030303032383030304636#( GUID}# 0000000000007 
e 〇〇#{ GUID }-〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 02B8, x 〇〇 56 〇〇〇〇， 
0000000000000000,0 ,00000000004866D0, 4096,[0]) です。 
hr = 0x8 0070013, このメディアは書き込み禁止になっています。 


—詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http://support.microsoft.com/kb/ 200301 6/ja 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、フロッピードライブを有するサーバへシャ 

ドーコピーインポートを行った場合、次のような警告がアプリケーションイベント□グ 

に記録される場合がある 

イベント D :12289 
ソース ： VSS 

種類 ：エラー 

説明 ：ボリューム シャドウ コピーサービスエラー 予期しない エラー 

DeviceloContro](¥¥?¥fdc#generic_floppy_drive#6 &60032 C4&0&0 
#{ GUID }-〇〇〇 00000000002 B0,0x00560 〇〇〇， 

〇〇〇 0000000000000,0 ，〇 0000000001 EC0E0,4096,[0]) です。 
hr = 0x8007000 1 ， ファンクシヨンが間違つています。 


—詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http://support.microsoft.com/kb/2003968/ja 
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[?] Windows Server 2008のインス I "ールを行うと、以下のようなシステムイベントロ 

グが登録される場合がある _ 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


5 

storflt 

警告 

the Virtual Storage Filter Driver is disabled through the registry . 

It is inactive for all disk drivers . 

134 

Microsoft - Windows - Time-Service 

警告 

, time . windows . com ,0 x 9 , での DNS 解決エラーのため 、 NtpCIient で夕 
イムソースとして使う手動ピアを設定できませんでした。 

15分後に再試行し、それ以降は再試行間隔を2倍にします。 

エラー ： Hote inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

263 

PlugPlayManager 

警告 

サービス ' ShellHWDetection ' は停止する前に、デバイスイベント通知 
の登録解除を行っていない可能性があります。 

7000 

Service Control Manager 

エラー 

Parallel port driver サービスを、次のエラーが原因で開始できませんで 
した： 1 指定されたサービスは無効であるか、または有効なデバイスが関 
連付けられていないため、開始できません。 

15016 

Microsoft - Windows-HttpEvent 

エラー 

サーバー側認証用のセキュリティパッケージ Kerberos を初期化でき 
ません。データフィールドにはエラー番号が格納されています。 


システム運用上、問題ありません。 










522 障害時の対処 


[?] Windows Server 2008のインス I "ールを行うと、以下のようなアプリケーション 

イベントログが登録_される場合がある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


ィベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント D 

ソース 

種類 

説明 


ィベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


63 

Microsoft - Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs 2 は LocalSystem アカウントを使うために Windows 
Management Instrumentation 名前空間 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユーザー要求 
を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性がありま 
す0 


プ□バイダ IntelEthernetDiag は LocalSystem アカウントを使うため 
に Windows Management Instrumentation 名前空間 Root ¥ CIMv 2 に 
登録されました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユー 
ザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性 
があります。 

プ□パイタ' WmiPerfClass は LocalSystem アカウントを使うために 
Windows Management Instrumentation 名前空間 root ¥ cimv 2 に登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'がユーザー 
要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があ 
ります。 

1020 

EvntAgnt 

エラー 

レジストリパラメータの処理中にエラーが発生しました。 

拡張エージエントは終了中です。 

1054 

Security - Licensing-SLC 

警告 

コンポーネントエラーです。 h 「=0 x 80049 E 00, [4, 3] 

2019 

EvntAgnt 

エラー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでし 
た。 


3001 

EvntAgnt 

警告 

ログファイルは末尾に配置されませんでした。 

3003 

EvntAgnt 

警告 

ログファイルの終わりの配置エラー 

一番古い□グレコードを取得できません。指定されたハンドルは 
17891340です。 

GetOldestEventLogRecorctoAOU ターンコードは223です。 


ー システム運用上、問題ありません。 
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[?j Windows Server 2008 /Windows Server 2008 x 64 Editions のシスアム起 _ 

時、次のような内容の警告がシステムイベント□グに記録される場合がある 

イベント D : 27 

ソース : e 1 qexpress 

種類 ：警告 

説明 ： Intel ( R ) 82576 NS Gigabit Ethernet Controller 

Network link has been disconnected . 

— システム起動時またはシステムのアップデート適用時に記録される場合、シ 
ステム動作上問題ありません。 


[?] Windows Server 2008のインス I ^ールを行うと、次のイベントがシステムイベント 

□グに記錄される場合がある 

イベント D :10 

ソース ： VDS 動的なプ□パイタ' 

説明 ：ドライバからの通知を格納するが、プ□パイタ'に失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要があります 。 hr = 80042505 

—詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http :// support . microsott . com / kb /948275 /ja 

[?] Windows Server 2008のインス I ^ールを行うと、次のイベントがシステムイベント 

□グに記録_される場含がある 


ソース : Microsoft - Windows - Security - Licensing-SLC 

種類 ：警告 

イベント D :1021 

説明 ： SLUINotify サービスを開始できませんでした。 hr =0 x 80070424 

- ライセンス認証画面より、ライセンス認証を行ってください。 


ソース 


Microsoft - Windows-User Profiles Service 


種類 ：警告 

イベント D :1534 


説明 


コンポーネント{56巳八1054-1959-467ナ-巳巳3巳-八2み787〇4巳6巳八}の 
イベント Create のプロファイル通知は失敗しました。 

エラーコードは -2147023591 です。 


ー ログオン時一度登録される場合がありますが、システム運用上問題ありません。 


[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行うと、以下のような 

イベントログが登録される場合がある 

ソース : LoadPerf 

種類 ：エラー 

イベント D : 3009 


説明：サービス C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecprf.ini 

( C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecprf . ini ) のパフォーマンスカウンタの文字列 
をインストールできませんでした。 

エラー コー ドは データ セクションの最初の DW 〇 RD です。 

— システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行 1 うと、以下のような 

イベントログが登録される場合がある 

ソース ： DC 0 M 

種類 ：エラー 

イベント D :10016 

説明：コンピュータ既定権限の設定では 、 CLSID 

{555 F 3418- D 99 E -4 E 51-800 A -6 E 89 CFD 8 B 1 D 7} をもつ COM サーバーアプリ 
ケーシヨンに対するローカルアクティブ化アクセス許可をユーザー 
NT AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID ( S - 1 -5- 1 9) に与えることはできませ 
ん。このセキュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービス管理ツールを 
使って変更できます。 

—システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行うと、以下のような 

イベント□グが登録される場合がある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

ィベント D : 5603 

説明：プ□パイタ ' Rsop Planning Mode Provider は WMI 名前空間 「 oot ¥ RSOP に登録さ 
れましたが、 HostingModel プ□パティが指定されませんでした。 

このプロバイタ'は LocalSystem アカウントで実行されます。 

このアカウントには特権があり、プロバイタ'がユーザー要求を正しく偽装しない 
場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

プロパイタ'のセキュリティの動作を確認し、プ□パイタ'登録の HostingModel プロ 
パティを、必要な機能が実行可能な最小限の権限を持つアカウントに更新してく 
ださい。 

—システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインス I ルを行うと、以下のような 

イベントログが登録される場合がある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

イベント D : 63 

説明：プ□バイタ ' HiPe 「 fCooke 「_ v 1 は LocalSystem アカウントを使うために WMI 名前空 
間 Root ¥ WMK こ登録されました。このアカウントには特権があり、プロパイタ'が 
ユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があり 
On 9 〇 


:プロバイタ' WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI 名前空間 
Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があり、プ□パイタ'が 
ユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があり 
ます。 


— システム運用上、問題ありません。 
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[?j Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを行 1 つと、以下のよつな 

イベント□グが登録される場合がある 

ソース : Service Control Manager 

種類 ：エラー 

イベント D : 7011 

説明： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト （30000 ミリ 
秒）になりました。 

—再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 /Windows Server 2003 x 64 Editions の運用中、標準装 

偏のネットワークアダプタでネットワークで通信ができない状態でシステムを起動する 

と次のような内容のログがシステムイベント□グに記録される場合がある 

イベント D : 32 

ソース : e 1 qexpress 

種類 ：情報 

説明 ： Intel ( R ) 82576 NS Gigabit Ethernet Controller 

Network link has been established at 1 Gbps full duplex . 

システム起動時に記録される場合、システム動作上問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 /Windows Server 2003 x 64 Editions で Intel ( R ) 

PROSet をインストール時にアプリケーションログに次のような警告が記録される場 

合がある 

イベント D : 5603 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

説明：プ□バイタ ' Ncs 2 は WMI 名前空間 Root ¥ lntelNCS 2 内で登録されましたが、 
HostingModel プ□パティを指定しませんでした。このプ□パイタ'は、 

LocalSystem アカウントを使って実行されます。このアカウントは特権を与えられ 
ているため、プ□パイタ'が正しくユーザー要求を偽装できない場合、セキュリティ 
違反を起こす可能性があります。 

— システム運用上問題ありません。 

[?] Telnet サービスがインス!ルされていない. 


— コンピュータ名を14文字以下にして、く Telnet サービスのインス I ル手順〉 
に 従って Telnet サービスをインス I -ールしてください。 

〈Telnet サービスの インス トール手順〉 

(1) スタートメニューから[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

(2) [名前]ボックスに 「 tlntsvr / service 」 と入力し、[〇 K ] をクリックする。 

(3) スタートメニューから[コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[サービス]を開き、 
サービスの一覧に Telnet サービスが登録されていることを確認する。 

* Telnet サービスのインストール後は、コンピュータ名を15文字以上に設定し 
ても問題ありません。 
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[?] Windows Server 2003 R 2 の運用中、以下のようなイベント□グが登録される場合 

がある 

ソース ： IPMIDRV 

種類 ：エラー 

イベント D :1001 

説明： IPMI デバイスドライバは 、 IPMI BMC デバイスがシステムでサポートされている 
かどうが判断しようとしました。このドライバは、 SMBIOS の Type 38 レコード 
を検索できることで IPMI BMC を検出しようとしましたが、レコードが見つから 
ないか、レコードにデバイスドライバのパージョンとの互換性がありませんでし 
た。 SMBIOS の Type 38 レコードが見つかっている場合は、イベントの Dump 
Date フィールドにこのレコードがバイナリ表示されます。 

— Windows Server 2003 R 2 において提供されている「ハードウェアの管理」 

を利用している場合、上記のイベントログが登録されます。 

詳細な内容については、下記の 「Windows Server 2003 R 2 で提供される 
「ハードウェアの管理」利用の手引き」を参照してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / w 2 k 3 r 2_ wm.pdr 

[?] Windows Server 2003 R 2 をインストール中 、 Windows Server 2003 R 2 DISC 

2をインス I ^ールする前にサービスパックを適用した 

— Windows Server 2003 R 2 DISC 2をインストール後、「システムのアップ 
デート」にてサービスパックを再適用してください。 

[?] 以下のイベントログが記録される 

ソース ： E 100 B 

種類 ：警告 

イベント D : 4 

メ ッセージ ： Adapter Intel ( R ) PRO / 100 Network Connection : Adapter Link Down 
該当装置： < 本装置のモデル名〉 

該当 LAN : 100 BASE 

—本装置の LAN ポートにネットワークケーブルを接続していない場合に、本イ 
ベントログが登録される場合がありますが、 LAN ドライバの動作には影響あ 
りません。ネットワークケーブルを正しく接続すると登録されなくなります。 
また、 100 BASE の LAN ポートを使用しない場合は、デバイスマネージャ等か 
ら 100 BASE の LAN を無効に設定するか、 BIOS の設定にて、 Disable に設定を 
変更することにより、登録されなくなります。 

[?] 以下のメッセージが表示され□グインできなくなった 


Windows 製品のフイセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手続きが完了するまでログオンすることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますが？ 


はい （ Y ) 


いいえ （ N ) 


キャンセル 


□ Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 
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— Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はい]を選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

[?] Windows Server 2003の運用中、イベントビユーアに下記内容の EvntAgnt の警告 

が登録される場合がある 

イベント D :1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです。 

イベント D :1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 

- システム運用上、問題ありません 

[?] Windows のインストール中、イベントビユーアのシステム□グに次のような内容の警 

告が記録される_ 


ページング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRom 0 上で エラー が検出されました。 


ー システムの運用上、問題ありません。 

[?] Windows のインストール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージが表示され、インストールが続行できない 

n 複数のハードディスクドライブを接続したり、複数の論理ドライブを作成してイン 
ストールを行っていませんか？ 

—〇 s をインストールするハード ディ スクドライブ以外のハード ディ スクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインストールを行ってください。 

— RAID システムを構築して〇 S をインストールする場合は、論理ドライブを複数 
作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってください。複数の論理ドラ 
イブを作成する場合は、インストール完了後、 RAID のコンフィグレーション 
ユーティリティを使用して追!]□作成してください。 

[?] Windows のインス I ^ール中、イベントビューアのシステム□グに以下のログが出力さ 

れる 


サーパはトランスポート ¥ Device ¥ NetBT _ Tcpip _{ ..… } にバインドできませんでした。 

トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 

ネットワークの別のコンピュータが同じ名前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 

— ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 

[?] Windows のインス I "ールを正しくできない 

n インストール時の注意事項を確認していますか？ 

— 26ページ（または、オンラインドキュメント）を参照してください。 
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[?] Windows のインス I ^ール後にデバイスマネージャで日本語106/109キーポードが 

英語 101/I02 キーポードと認識される 

ー デバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、 

キーボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。 
日本語106/109キーボードに変更したいときは、以下の手順で変更してくだ 
さい0 

(1) [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コントロールパネル]を起動する。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]を 
クリックする。 

(3) [キーボード]をクリックし、以下のプロパティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イパを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

(5) 「このデバイスクラスのハードウェアをすべて表示」を選択し、日本語 PS /2 
キーボード （106/109 キ ー） を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

(7) 以下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行する。 


ドライパ®更新普告 


[?] Windows の動作が不安定 

n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 〇 s をインストールした後にネットワークドライバをインストールすると動作 
が不安定になることがあります。 

システムのアップデート手順は、 EXPRESSBUILDER に格納されている各〇 S 
のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照してください。 

[?] 障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動作しない 

一 障害発生時に「自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。 

[?] ブルー画面で電源 OFF ができなし、 

—ブルー画面で電源を〇 FF にする時は、強制電源〇 FF(P0WER スイッチを 4 秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は〇 FR こなりません。 


d ，不安定になった〇、完全に 劫^^ もあります。 


條ることを確誌で’きなかったため、このデノ ^イスをイこ 
きも寂保古 〇 このドライノ s のインストルを続行します胪 ' 


り、 A : S 徵 
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[?] プロセッサを増設後、起動するたびにイベント□グが表示される 

— オプションのプ□セッサの中には異なるレビジョン（ステッビング）のもの 
が含まれている場合があります。異なるレビジョンのプロセッサを混在して 
取り付けた場合、 Windows ではイベントビューアのシステムログに下図のよ 
うなログが表示されますが、動作には問題ありません。 



[?] [システムプロパティ]の[全般]タブの中でプロセッサの名称がずれて表示される 

- 本装置の動作には問題ありません。 

[?] システム起動時に、システムイベント□グに次のような内容のエラー、および警告が記 


録される場合がある 

ィ ベント D 

11 

ソース 

iANSMiniport 

種類 

警告 

分類： 

なし 

説明 

:次のアダプタリンクは接続されていません。 

Intel(R) 〜 

ィ ベント D 

13 

ソース 

iANSMiniport 

種類 

警告 

分類： 

なし 

説明 

: Intel(R) 〜がチームで無効化されました。 

ィ ベント D 

16 

ソース 

iANSMiniport 

種類 

警告 

分類： 

なし 

説明 

:[チーム名]、最後のアダプタはリンクを失いました。 
ネットワークの接続が失われました。 

イベント D 

22 

ソース 

iANSMiniport 

種類 

警告 

分類： 

なし 

説明 

:プライマリアダプタはプローブを検出しませんでした。 


Intel ⑻〜原因でチームが分割されている可能性があります。 

ネットワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイべ 
ントログが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 
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[?] システム時刻がずれる 

一 NTP (Network Time Protocol ) サーバなど時刻を調整するサーバを利用しな 
い場合、実時刻に対してシステム時刻がずれることがあります。この場合は、 
NTP サーバを利用するか 、 Windows Time サービスを無効に設定してくださ 
い0 


EXPRESSBUILDER について 

「 EXPRESSBUILDER 」 DVD から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

□ POST の実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しましたか？ 

— POST を実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しないと 
エラー メッセ ー ジが表示されたり、〇 S が起動したりします。 

n bios のセットアップを間違えていませんか？ 

— BIOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を設定するこ 
とができます。 BIOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよラ順序を変更してください。 

<確認するメニュー： 「 Boot 」 〉 

□ 未フォーマット状態の Flash FDD 、 又は FD を接続していませんか？ 

— 接続されている Flash FDD 、 又は FD が Windows からフォーマット済みと認識 
されることを確認してください。未フォーマット状態の場合はフォーマット 
してください。 

EXPRESSBUILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、以下のようなメッセージが表 
示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

本プログラムの動作対象マシンではありません。 

EXPRESSBUILDER の対象マシンで 
はありません。 

対象マシンで実行してください。 


この他にもシームレスセットアップやシステム診断を実行したときに障害を検出すると 
エラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモし、保守サービス会社 
までご連絡ください。 

RAID システムに関するセットアップ中に障害を検出すると RAID システムのセットアッ 
プをスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、 RAID コント□ーラまた 
はハードディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービス会社 
に保守を依頼してください。 
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□ Boot selection 画面で『〇 s installation ^^ default ***』 を選択した場合に以下のよ 
ラなメッセージが表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESSBUILDER は、このコンビュータを動作対象としていません。 
正しいバージョンをセットして 「 OK 」 ボタンを押してください。 

(「 OK 」 ボタンを押すと再起動します） 

EXPRESSBUILDER の対象マシンで 
はありません。 

対象マシンで実行してください。 

マザーボード上のハードウエアに関する情報を取得できませんでした。 
対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけられない場合に表示されま 
す。 

マザーボード上のハードウエアに関する情報が不正です。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( マザーボード交換直後にこのエラーが出たときは 、 「Maintenance 

UtillityJ を使ってハードウエアの情報を正しく設定してください）。 


□ Windows 用〇 EM - Disk が作成できない場合、以下のようなメッセージが表示されま 
す。 

メッセージの内容を確認して、原因にある対処を行ってください。 


メッセージ 

原因 

フォーマットに失敗しました。書き込み禁止になっているか、フ□ッ 
ピーディスウが破損している可能性があります。 

フ□ッピーディスウを確認し、再度 OEM - Disk の作成を実行してくださ 
い0 

Flash FDD もしくはフロッピーディ 
スウが書き込み禁止になっています。 
書き込み禁止を解除してください。 

フロッピーディスクをご使用の場合 
で、書き込み禁止しなってし''なし''場 
合、フロッピーディスクドライブを 
接続しなおしてください。 

ファイルの削除に失敗しました。 

書き込み禁止になっていないかなど、メディアの状態を確認してくださ 
い0 


シームレスセットアップについて 

[?] ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインストールされている 

— LAN ケーブルが接続されていなかった場合、ドメイン参加設定ではなく、 

ワークグループ設定でインストールされます。〇 S 起動後に、ドメイン参力□を 
行ってください。 

[?] シームレスセットアップ中、外付け八ードディスクドライブの中身が消去された 

n 〇 s をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを 
接続していませんか？ 

— 〇 s をインストールするハード ディ スクドライブ以外のハード ディ スクドライ 
ブを取り外し、シームレスセットアップを行ってください。 

[?] ネットワークの接続名が 『Local Area Connection 』 になつている 

— シームレス セットアップの仕様です。 

ネットワーク接続名を変更する場合は、シームレスセットアップ完了後に実 
施してください。 

[?] HDD の先頭に未使用領域がある 

□ インストールした〇 S は Windows Server 2003ですか？ 

-Windows Server 2003でシームレスセットアップを実行した場合、 HDD の先頭 
8 MB が未使用領域となる場合がありますが、システム運用上、問題ありません。 
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[?] プ□ダクトキーを入力するタイミングがない 

□ Windows Server 2008の場合 

— バックアップ DVD-R 〇 M を使用してインストールす る 場合、プ □夕 'クトキーの入 
力は必要ありません。バックアップ DVD-R 〇 M 以外の 〇 S DVD - R 〇 M を使用して い 
る場合は、プ□ダクトキーの入力画面が、“〇 S セットアップ中”および“〇 S イン 
ストール後に表示される[マイクロソフトソフトウェアライセンス条項]前”に2回 
表示されますのでメッセージに従ってプ□ダクトキーを入力してください。 

□ Windows Server 2003の場合 

ー バックアップ CD - ROM を使用してインストールする場合、プロダクトキーの 
入力は必要ありません。バックアップ CD - ROM 以外の〇 S CD - ROM を使用し 
ている場合は、プ□ダクトキーの入力画面が OS セットアップ中に表示されま 
すのでメッセージに従ってプ□ダクトキーを入力してください。 

[?] Windows Server 2008 をシームレスセットアップで MS をインス I ^ールした場合、 

以下の機能がインストールされている 

□ Windows プ□セスアクティブ化サービス 

—プロセスモデル 

— 構成 API 

n リモートサーバ 管理 ツール 

-役割管理ツール 

- Web サーバ ( IIS ) ツール 

— IIS の基本機能をインス!-ールする場合は、上記の機能をインス!-ールする必 
要があるため、有効になります。 


オートランで起動するメニューについて 

[?] オンラインドキュメントが読めない 

□ Adobe Reader が正しくインス I ルされていますか？ 

—オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している〇 S は、 WindowsXP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に以下 
のよラな情報ノ \一が表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください..」 

この場合以下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブロックされているコンテンツを許可」を選 
択する。 

「セキュリティの警告」ダイアログボックスが表示されます。 

(3) ダイアログボックスにて「はい」を選択する。 
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[?] メニューが表示されない 

□ ご使用の OS は、 Windows XP 以降、または Windows Server 2003以降ですか？ 

— 本プログラムは、 WindowsXP 以降または Windows Server 2003以降のオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あらかじめ IE 6 .〇をインストールしてください。 

n < Shift > キーを押していませんか？ 

— < Shift > キーを押しながらディスクをセットすると、オートラン機能がキャン 
セルされます。 

n 〇 s の状態は問題ありませんか？ 

— レジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのよラな場合は、エクスプローラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした DVD ドライブのアイコンを夕'ブルク 
リックしてください。 

[?] メニューが英語で表示される 


n ご使用の環境は正しいですか？ 

— オペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


[?] メニュー項目がグレイアウトされている 


n ご使用の環境は正しいですか？ 

一 Administrator 権限のないユーザーで□グインした場合や、本装置以外の装置 
上で実行した場合など、ご使用の環境がソフトウェアのインストール環境に 
合致しないとき、メニュー項目がグレイ表示されます。適切な装置、ユー 
ザーにて□グイン後、再度実行してください。 
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RAID システム、 RAID コント□ーラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 

しく機能しないときは次の点について確認してください。また、該当する項目があったとき 

は、処理方法に従った操作をしてください。 

[?] 0 S をインス I ^ールできない 

□ RAID コントローラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

— WebBIOS 使って正しくコンフィグレーションしてください。 

[?] 0 S を起動できなしへ 

n RAID コントローラの BIOS 設定が変更されていませんか？ 

— WebBIOS を使って正しく設定してください。 

□ POST で RAID コントローラを認識していますか？ 

— RAID コントローラが正しく接続されていることを認識してから電源を ON にし 
てください。 

— 正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コントローラの故障が考え 
6れます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

[?] リビルドができなし、 

n リビルドするハードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一 故障したハードディスクドライブと同じ容量のハードディスクドライブを使 
用してください。 

n 論理ドライブが、 RAID0 ではありませんか？ 

— RAID0 には冗長性がないため、リビルドはできません。故障したハードディ 
スクドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イニ 
シャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

[?] オートリビルドができなし、 

n ハードディスクドライブを交換（ホットスワップ）するときに十分な時間をあけま 

したか9 

—オートリビルドを機能させるためには、ハードディスクドライブを取り出し 
てから取り付けるまでの間に90秒以上の時間をあけてください。 

[?] 八ードディスクドライブが Fail になった 


- 契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡してください 
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[?] 「ドライブ異常」「ドライブ異常回復」の□グが複数回登録される 

n 故障しているハードディスクドライブに対して位置特定を実行していませんか？ 

- 管理ユーティリティなどから故障して Fail になったハードディスクドライブに 
対して位置特定を実行すると、アラートビューアでは「ドライブ異常回復」の 
イベントが、 IPMI の□グを参照する ESRAS ユーティリティでは「デバイスベイ 
回復 ： Drive Fault 」 のイベントが残ることがありますが、実際に使用可能とな 
るものではありません。 

位置特定をオフすると、アラートビューアでは再度「ドライブ異常」のイベン 
卜が、 ESRAS ユーティリティでは「デバイスベイ異常 ： Drive Fault 」 のイベン 
卜が残ります。ドライブの状態を確認する場合は、必ず位置特定オフにしてか 
6ご確認してください。 

一 契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡し故障した 
ハードディスクドライブの交換をしてください。 

[?] 整合性チェックが実行できない 

□ 論理ドライブが 「 Degraded 」 になっていませんか？ 

一 故障しているハードディスクドライブを交換し、リビルドを実施してください。 
□ 論理ドライブの RAID レベルが RAIDO ではありませんか？ 

— RAIDO は冗長性がないため整合性チェックができません。 

N 81 90-1 27/131 / 153/154 FibreChannel コント□ーラについて 

[?] N81 90- 127/131/153/154 FibreChannel をご使用の場合、デバイスマネージャ 

でのコントローラ名がコント□—ラごとに異なって表示される場合がある 

— Windows Server 2008 R 2 で N 8190-127/131/153/154 をご使用の場合、ま 
たは Windows Server 2008で N 8190 -127/1 31をご使用の場合、デバイスマ 
ネージャでのコント□ーラ名がコント□ーラごとに異なって表示される場合 
がありますが、動作上、問題はありません。 

また、 EXPRESSBUILDER に格納されている、以下のファイルを実行し再起 
動することで正しいコントローラ名が表示されます。 

[Windows Server 2008 R2 の場合 ] 

<光ディスクのドライブレター>: 

¥01 6¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64¥ r 2¥ elxstor ¥ friendlyname.exe 

[Windows Server 2008 64-bit(x64) Edition の場合 ] 

< 光ディスクのドライブレター>: 

¥01 6¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64 ¥r 1 ¥ elxstor ¥ friendlyname.exe 


[Windows Server 2008 32-bit(x86) Edition の場合 ] 

< 光ディスクのドライブレタ ー >: 

¥01 6¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008¥ elxstor ¥ friendlyname.exe 
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ExpressPicnic について 


[?] ExpressPicnic が起動できない 


— ExpressPicnic は、 「 Microsoft ® HTML Application host 」 で実行する必要が 
あります。起動しない場合は、下記の手順で 「 Microsoft ® HTML Application 
host 」 の関連付けを行ってください。 

(1) Windows のスタートメニューから[ファイル名を指定して実行]を選択する。 

(2) % windir %¥ system 32¥ mshta.exe /register と入力する。 

ESMPRO について 

[?] ESRAS ユーテイリテイにて保守交換情報 ( FRU ) の Proc P 旧 0 M を参照すると、 

「チェックサムが不正です」という表示となる 

— ESRAS ユーティリティから CPU の PIR 〇 M を参照すると、 


詳細情報がありません。 

保守交換部品情報 (FRU) が壊れています。 
チェックサムが不正です。 


と表示されることがありますが、これは故障ではなく問題ありません。 

CPU の PIR 〇 M を確認したい場合は ESM サーバマネージャや、オフライン保守ユー 
テイリテイからご確認ください。 

ESMPRO/ServerAgent について 


一 添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラ 
ブルの回避方法やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerAgent (Linux 版）について 

一 添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）ユーザーズガイド」、 「 ESMPRO / 
ServerAgent ( Linux 版）インストレーシヨンガイド」で詳しい使い方やその 
他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerMana 系 er について 


一 添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメント 

「ESMPR 〇 /361^^ 「 1\/13 旧 96 「インストレーションガイド」 でトラブルの回避方 
法やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 
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情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

[?] .NET Framework Version 2.0 以降のインス!"ール時に、情報提供ツール 「 NEC か 

らのお知らせ」を終了させる旨のメッセージが表示される 

一 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインス!ルしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 以降をインストールする場合、事前に情報提供ツー 
ル 「 NEC からのお知らせ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 
「 NEC からのお知らせ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス 
卜ールを開始してください 。 .NET Framework インス!ル終了後、情報提 
供ツール 「 NEC からのお知らせ」を起動させてください。 

セツトアップを続行す碰に、以下のアブリケーンヨンを閉じて傲い。 




[ +ヤンセル a 1 I 再試行(段 ] [mm 


【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】 

(1) デスクトップに表示されている次の画面をクリックする。 


NBD からのお知らせ 

安こをり 1 」ゥダして内容をご確思くだ芒い 

、 _ ン 

(2) 次の画面が表示されたら[キャンセル]をクリックする。 
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以下のメッセージが表示される場合がありますが、[キャンセル]をクリツ 
クしてください。 



(3) 次の画面が表示されたら[いいえ]をクリックする。 


一週間後に再度お知らせを表示しま寸か？ 




Wc 画面右下のタスクトレイに情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアイコン 
irb ^ のみ表示されている場合は、アイコンをクリックして手順2、手順3を実施して 
ください0 


以上で、【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】は完了です。 

.NET Framework Version 2.0 以降のインス I ル後や修正 • 削除後、スター 
トメニューから[プログラム]をポイントし、 [ NEC からのお知らせ]から 
[ NEC からのお知らせ]をクリックし、再度情報提供ツール 「 NEC からのお知 
らせ」の実彳 T 、設定を実施してください。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。 


wO • 以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員 
Bto から情報採取の依頼があったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示す 
メッセージが表示されることがありますが、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もう一度起動すると、障害情報が正し 
く採取できません。 


イベントログの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 


_"〇 STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場合はいったん再起動 
■to してから作業を始めます。 



オプションのプロセッサの中には異なるレビジョン（ステッピング）のものが 
含まれている場合があります。異なるレビジョンのプロセッサを混在して取り 
付けた場合、 Windows ではイベントビューァのシステムログに以下のような口 
グが表示されますが、動作には問題ありません。 



1. コント□ールパネルから[管理ツール]—[イベントビユーア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーションログ]には起動していたアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティログ]にはセキュリティに関連するイベン 
卜が記録されています。[システムログ]には Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 
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3. [操作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保存]コマンドをクリックする。 



イベント E ューア 


ファイルの 

棵作⑻ 

表示⑽ヘルプ ( Jd ) 



□ヴファイル 0 D 名前を付けて f 呆存⑻… 


t ベてのイベントを消去ぬ） 


最新 0 D 惜報に更新 ( E ) 
一覧のェりスポ - MU ... 


プロパティが 


ヘルプ ( Jd ) 


ぶ惜報 
©惜 報 




T 日付 


2003/ 

'2003/ 

2003/ 

2003/ 

2003/ 

2003/ 

2003/ 

2003/ 


4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力する。 

5. [ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [ OK ] 
をクリックする。 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してくださし、 


構成情報の採取 

ハードウエア構成や内部設定情報などを採取します。 
情報の採取には「診断プログラム」を使用します。 


STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場合はいったん再起動 
してから作業を始めます。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックす 
る 0 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダ 
ブルクリックする。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [システムツール]—[システム情報]をクリックする。 
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4. [操作]メニューの[システム情報ファイルとして保存]コマンドをクリックする。 


コンピュ-⑽音理 


揀作 (& 表示邸ツ-ル© U ^ -► I B I Hf 


k ~hp バ il.H .Tf£ 在 ^) 


シス亍ム惜報ファイルとして保存 ( P ... 


-IX 巾'!/… 


t ベて 0 D タスク ( K ) 

► 

mm 

最新©惜糖こ更新© 

一覧の I クスポ -KU 


ヘルプ® 



一：^ : 


G テムの概要 
ドウエアリソ-フ 
Cl コンポーネント 
□ソフトゥ I ァ瓣境 
1 Internet Explorer 


由… Q ] Internet Explorer 5 
由■姻パフォ-マンス□ヴと普告 


5. [ファイル名]ボックスに保存するファイルの名前を入力する。 

6. [保存]をクリックする。 


ユーザーモードプロセスダンプ（ワトソン博士の診断情報）の採取 

アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。詳しくは「導入編」の「ユー 
ザーモードプ□セスタ'ンプの取得方法」 （126 ページ）を参照してください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてく 
ださい。診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「メモリダンプ（デバッグ情報) 
の設定」 （112 ページ）を参照してください。 




採取のための準備 

DUMP スイッチを押してダンプを実行した後に本装置をリセットできなくなる場合がありま 
す。この場合、強制シャットダウン （336 ページ参照）で本装置を強制的にリセットしなけ 
ればならなくなりますが、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 の 「 Security 」 メ 
ニューの 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定しておくと、 POWER スイッチの機 
能が無効になるため、強制シャットタ'ウンができなくなります。 

万一の場合、強制シャツトタ'ウンで本装置をリセットできるように次の手順に従って本装置 
の設定を変更しておいてください。 


• 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作し 
ているときに操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。 

• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示す 
メッセージが表示される場合がありますが、そのまま起動してくださ 
し、。途中でリセットして起動し直すと、データを正しくダンプできない 
場合があります。 
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1. 本装置の電源を ON にして、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を起動 
する （301 ページ参照)。 

2. 「 Security 」 メニューの 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Disabled 」 に設定する。 

3. 設定内容を保存して、 SETUP を終了する。 


メモリダンプの採取 


障害が発生し、メモリタ'ンプを採取したいときに DUMP スイッチを押してください。スイッ 
チを押すときには金属製のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）をスイッ 
チ穴から斜めに差し込んでスイッチを押します。スイッチを押すと、メモリダンプは設定さ 
れている保存先に保存されます （ CPU がストールした場合などではメモリダンプを採取でき 
ない場合があります)。 


DUMP スイツチ 


5*32 ^^3 ^^4 

0 0 0 0 


id i d'f // 


ロロ L ロロ 〇 

® ©ひ 


0 八。八凸八凸八凸八凸八凸. 


八 CO/1 CO CO n CO n l£i n G)t\Cl)rx€l) n di a a ( 

凸滅確命純命純命純命私滅確凸 r . 

故故故故故故故故故故故故故故故故なか 
凸私分喊凸私か私私私私か私私分凸私私私^ 1 蛾味凸 1 
欢凸私かかかかかかかかかか私か荧故故故故凸湖 
成故成故成成故成成成故成成成ハ。八凸八凸八。八。八 6 ^八 6 

啦賊凸賊咖私私賊凸牌め泠 

凸凸凸凸 が 凸凸凸凸凸凸凸凸凸 〇 凸凸凸凸凸凸凸 ® 


I 


111 


■ 




凸八凸八凸八凸八凸 

成故蛾成凸 
雄雄凸私私 
命賊凸か 

叱 6 ^ 凸。凸 



IPMI 情報のバックアップ 

IPMI 情報を採取します。情報を採取するためには、巳3口卩8〇/36^^「ム96巾がインストール 
されていなければなりません。 

1 . スタートメニューから[プ□グラム ]- [ESMPRO ServerAgent ]-[ ESRAS ]- 
ティリティ]を選ぶ。 

[ ESRAS ユーティリティ ] ウィンドウが表示されます。 

2. ツリービューより[最新情報]を選択して、□一カルコンピュータの情報を取得する。 
データが表示されれば取得ができたことになります。 

3. [ファイル]メニューから[現在の IPM 晴報をバックアップする]をクリックする。 

4. バックアップ対象のコンピュータ名を確認する。 

5. 退避するバックアップファイル名と保存する場所を指定して[バックアップ]をク 
U ックする。 
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システムの修復 


-Windows Server 2008 R2, Windows Server 2008 の場合 - 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用して 
システムの修復を行ラことができます。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管 
理者のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

-Windows Server 2003 x64 Editions, Windows Server 2003 の場合 - 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者以外にはお勧め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 



• システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください。また、 
Windows の場合は、システムのアップデートに加え、各種ドライバを 
アップデートしてください。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている各 0 S のインストレーシヨンサプリメントガイドの「シ 
ステムのアップデート」、「ドライバのインストールと詳細設定」を参照 
してください。 

• ハードディスクドライブが認識できない場合は、システムの修復はでき 
ません。 






544 保守 ツール 


保守ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設定等を行うためのツールです。 


本書内の説明、および各種ツールのメッセージにおいてフロッピー 
ディスクに関する記述がありますが、本製品はフ□ッピーディスクド 
ライブを内蔵していません。オプションの Flash FDD を使用するか、 
USB FDD をお持ちの方は USB FDD を使用してください。 


保守ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする（く Ctrl 〉 + く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を OFF / ON して Express サーバを再起動する 0 

DVD から以下のよラなメニューが起動します。 



メニューの初期選択は 「0 s installation 」 となっています。 

Bfa Boot Selection メニュー表示後、10秒間操作が行われない場合は、 「0 s 
installationj が自動で起動します。 




















運用•保守編 545 


4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu(Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu(Redjrection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 


以下にホす Language selection メニューを表爪します 0 



メニューの初期選択は 「 Japanese 」 となつています 0 

Language selection メニュー表示後、5秒間操作が行われない場合は、 

「 Japanese 」 が自動で起動します 0 


5. 「 Japanese 」 を選択する。 

「 Japanese 」 を選択すると次のツールメニューを表示します 0 



□ ーカルコンソールを使用した場合 



6. 各ツールを選択し、起動する。 
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保守 ツールの機能 


保守ツールでは以下の機能を実行できます。 

• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPR 〇が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 


»rO オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムです。才 
フライン保守ユーティリティを起動するとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示す説明）がありますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
ティの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます。 


- IPMI 情報の表示 


IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント ログ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定す 
ることができます。 

- BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

- システム情報の表示 

プロセッサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退避）をします。バックアップを行 
ラことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 



システム情報のバックアップ方法については、132ぺージで説明しています。 
なお、リストア（復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでくださし、。 


- システム マネージ メント機能 

BMC(Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行います。 
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• BIOS/FW Updating 

弊社 Web サイトの以下のページで配布される各種 BI 〇 S/FW (ファームウエア）のアップ 
デー トを使用して、本装置の BI 〇 S / FW をアップデートすることができます。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 

各種 BI 0 S / FW のアップデートを行う手順は、配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


WO BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業が途中で中断されるとシステムが起動できなく 
なります。 


• ROM-DOS Startup FD 


R 〇 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• rest and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を検査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プログラムが起動します。464ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。このメニューから起動する機能は 
Maintenance Utility のシステムマネージメント機能から起動するものと同じです。 
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コンソールレス 


保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくても各種セットアッ 
プを管理用コンピュータ（管理 pc ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置以外のコンピュータおよび他の Express 5800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレスでは、「巳 00 1 Selection 」 メニュー中の 「Tool 
menu(Redirection mode )」 を選択してください。その他を選択して 
も管理 PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 ESMPRO / ServerManager 」 インストレーシヨンガイドを参照 
してください。 


• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 

Bfa いでください。光ディスクドライブが最初に起動するようになっていな 

いと使用できません。 

• LAN 接続は管理用 LAN からのみ使用可能です。通常は管理用 LAN は管 
理用 LAN ポートを使用します。 SETUP を起動して 「 Server 」 一 
「BMC LAN Configuration 」 一 「Shared 巳 MC LAN 」 を [ Enabled ] 
に設定すると、 LAN ポート1を管理用 LAN と共用することができます。 

• ダイレクト接続はシリアルポート巳のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、操作する管理 PC との通 
信方法や詳細な設定を保存した「設定情報ファイル」を格納したフロッピー 
ディスクを必ずフロッピーディスクドライブに挿入しておく必要がありま 
す。「設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマネージメント機能 
や、 ESMPRO/BMC Configuration または ESMPRO/ServerAgent 
Extension で作成することができます。「設定情報ファイル」はフロッピー 
ディスクのルートディレクトリに必ず以下のファイル名で作成してくださ 
い0 

<設定情報ファイル名>: CSL — LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法以外の手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションが正常にできない場合 
があります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 

• Windows Server 2008で COM のダイレクト接続を行う場合は、デ 
バイスマネージャで COM ポートを「無効」に設定して、リブートを実 
施してください。 
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BIOS 設定情報は以下の値にセットされます。 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

• Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: [2F8] 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 
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移動と保管 

本体を移動 • 保管するときは保守サービス会社に連絡して、ラックからの取り外しを依頼し 
てください。 



警告 


c 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• ブラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

中途半端に取り付けない 
落下注意 

装置を引き出した状態にしない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
言:日:卞音 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


m 


• フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

• ハードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいてください。 

• ハードディスクドライブを内蔵している場合は八ードディスクドライブ 
に衝撃を与えないように注意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。装置を保管する場合は、保 
管環境条件（温度： -10 〜 55° C 、 湿度： 20〜80%)を守って保管し 
てください（ただし、結露しないこと）。 


1. 本体にフロッピーディスク、ディスクをセットしている場合は取り出す。 

2. 本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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5. ラックに搭載している場合は、169ページを参照して本体をラックから取り出す。 

6. 3人以上で装置底面を持って運ぶ。 

_"〇 装置の前面のフロントべゼルを持って、持ち上げないでください。フロントべ 
Bto ゼルが外れて落下し、けがをしたり装置を破損してしまいます。 


7. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。 

輸送後や保管後、装置を再び連用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
Bta 認 • 調整をしてください。システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい 
遅れや進みが生じる場合は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に 
保守を依頼してください。本装置、および、内蔵型のオプション機器は、寒い 
場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使用すると誤動 
作や故障の原因となります。装置の移動後や保管後、再び運用する場合は、使 
用環境に十分なじませてからお使いください。 
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ユーザーサポート 


アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してください。 


保証について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡しします 
ので、記載内容を確認のラえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した場合は、『保 
証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこの後の「保守サー 
ビスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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バッテリの保証について 


本装置には、内蔵の時計用のバッテリが内蔵されています。 

- 内蔵の時計用のバッテリ 

本バッテリの保証期間は5年です。時計が停止したり、遅れるようになった場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 


修理に出される前に 


「故障かな？」と思ったら、以下の手順を行ってください。 

1. 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認し 
ます。 

2. 「障害時の対処 （467 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされていることを 
確認します。 

4. 市販のウィルス検出プログラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄りの 
NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディスプレイ装 
置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム表示は修理の 
際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、付録 B 「保守サービ 
ス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 


この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海外拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 
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修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

□ 障害情報（539ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会 
社から指示があったときのみ用意してください。） 

n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 


保守サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によってのみ実 
施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、ご都合に合わ 
せてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承ってお 
りますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 


保守 サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあた 
ります。この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービス 
を実施させていただくもので、お客様との間に維持保守契約を結 
ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。 
詳しくはこの後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。 
保守または修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容に 
よって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 
サービスの詳細については、 「 http :// www . nec . co . jp /」 をご覧ください。 


• サービスを受けるためには事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 
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情報 サービス について 


本製品に関するご質問 • ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレス通 
報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS )」 の申し込みに関するご質問 • ご相談は「エクスプ 
レス受付センター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 0120-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング（株）ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事など 
の情報をご紹介しています。 
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